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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュ
ータ可読媒体が提供される。一態様では、装置は、少な
くとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる
干渉情報を識別するように構成される。この装置は、メ
ッセージをアクセスポイントに送信するようにさらに構
成される。このメッセージは、干渉情報に関連付けられ
るとともに少なくとも1つのトラフィックストリームに
関連付けられるストリームIDを含む。このメッセージは
干渉情報を含み、干渉情報はオフセット値と間隔/持続
時間値とを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局によるワイヤレス通信の方法であって、
　少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を識別するステッ
プと、
　メッセージをアクセスポイントに送信するステップであって、前記メッセージが、前記
干渉情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1つのトラフィックストリームに関連
付けられるストリーム識別子(ID)を含み、前記メッセージが前記干渉情報を含み、前記干
渉情報がオフセット値と間隔/持続時間値とを含む、送信するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記メッセージが、ベンダーID、タイプフィールド、および前記ストリームIDに関連付
けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記更新メッセ
ージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記
ストリームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つ
とを含み、前記第2のオフセット値または前記第2の間隔/持続時間値が、前記少なくとも1
つのトラフィックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられる、送信するス
テップ
　をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記更新メッセ
ージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記
ストリームIDを含み、前記ストリームIDに関連付けられる前記干渉情報が削除されるべき
であることを指示する、送信するステップ
　をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別するステップと、
　前記少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて前記間隔/持続時間値
を決定するステップであって、前記メッセージ内で送信される前記ストリームIDが前記少
なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられる、決定するステップと
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記メッセージが非周
期的トラフィックに関連付けられることを指示する、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記局に関連付けられ
るすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示する、請求項1に記載の方法
。
【請求項８】
　前記アクセスポイントからビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを受信す
るステップであって、前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージが、前
記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示
する情報を含む、受信するステップと、
　前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージ内の前記情報に基づいて、
前記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決
定するステップと
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
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　関連付けメッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記関連付
けメッセージが、前記局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告する
ためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、送信するステップ
　をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　トリガメッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記トリガメ
ッセージが、前記局に対する干渉が存在しない時間期間中に送信される、送信するステッ
プ
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサであって、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
　　少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を識別すること
と、
　　メッセージをアクセスポイントに送信することであって、前記メッセージが、前記干
渉情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付
けられるストリーム識別子(ID)を含み、前記メッセージが前記干渉情報を含み、前記干渉
情報がオフセット値と間隔/持続時間値とを含む、送信することと
を行うように構成された、装置。
【請求項１２】
　前記メッセージが、ベンダーID、タイプフィールド、および前記ストリームIDに関連付
けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つをさらに含む、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信することあって、前記更新メッセージが
前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記ストリ
ームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとを含
み、前記第2のオフセット値または前記第2の間隔/持続時間値が、前記少なくとも1つのト
ラフィックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられる、送信すること
を行うようにさらに構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信することであって、前記更新メッセージ
が前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記スト
リームIDを含み、前記ストリームIDに関連付けられる前記干渉情報が削除されるべきであ
ることを指示する、送信すること
　を行うようにさらに構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別することと、
　前記少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて前記間隔/持続時間値
を決定することであって、前記メッセージ内で送信される前記ストリームIDが前記少なく
とも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられる、決定することと
を行うようにさらに構成される、請求項11に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記メッセージが非周
期的トラフィックに関連付けられることを指示する、請求項11に記載の装置。
【請求項１７】
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　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記装置に関連付けら
れるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示する、請求項11に記載の装
置。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記アクセスポイントからビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを受信す
ることであって、前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージが、前記ア
クセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する
情報を含む、受信することと、
　前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージ内の前記情報に基づいて、
前記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決
定することと
を行うようにさらに構成される、請求項11に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　関連付けメッセージを前記アクセスポイントに送信することあって、前記関連付けメッ
セージが、前記装置がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するため
にストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、送信すること
を行うようにさらに構成される、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　トリガメッセージを前記アクセスポイントに送信することであって、前記トリガメッセ
ージが、前記装置に対する干渉が存在しない時間期間中に送信される、送信すること
を行うようにさらに構成される、請求項11に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を識別するための
手段と、
　メッセージをアクセスポイントに送信するための手段であって、前記メッセージが、前
記干渉情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1つのトラフィックストリームに関
連付けられるストリーム識別子(ID)を含み、前記メッセージが前記干渉情報を含み、前記
干渉情報がオフセット値と間隔/持続時間値とを含む、送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項２２】
　前記メッセージが、ベンダーID、タイプフィールド、および前記ストリームIDに関連付
けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つをさらに含む、請求項21に記載の装置。
【請求項２３】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記更新メッ
セージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前
記ストリームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1
つとを含み、前記第2のオフセット値または前記第2の間隔/持続時間値が、前記少なくと
も1つのトラフィックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられる、送信す
るための手段
　をさらに備える、請求項22に記載の装置。
【請求項２４】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記更新メッ
セージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前
記ストリームIDを含み、前記ストリームIDに関連付けられる前記干渉情報が削除されるべ
きであることを指示する、送信するための手段
　をさらに備える、請求項22に記載の装置。
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【請求項２５】
　少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別するための手段と、
　前記少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて前記間隔/持続時間値
を決定するための手段であって、前記メッセージ内で送信される前記ストリームIDが前記
少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられる、決定するための手
段と
　さらに備える、請求項21に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記メッセージが非周
期的トラフィックに関連付けられることを指示する、請求項21に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記装置に関連付けら
れるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示する、請求項21に記載の装
置。
【請求項２８】
　前記アクセスポイントからビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを受信す
るための手段であって、前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージが、
前記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指
示する情報を含む、受信するための手段と、
　前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージ内の前記情報に基づいて、
前記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決
定するための手段と
　をさらに備える、請求項21に記載の装置。
【請求項２９】
　関連付けメッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記関連
付けメッセージが、前記装置がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告
するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、送信するため
の手段
　をさらに備える、請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　トリガメッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記トリガ
メッセージが、前記装置に対する干渉が存在しない時間期間中に送信される、送信するた
めの手段
　をさらに備える、請求項21に記載の装置。
【請求項３１】
　コンピュータ実行可能コードを記憶している局のコンピュータ可読媒体であって、
　少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を識別することと
、
　メッセージをアクセスポイントに送信することであって、前記メッセージが、前記干渉
情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付け
られるストリーム識別子(ID)を含み、前記メッセージが前記干渉情報を含み、前記干渉情
報がオフセット値と間隔/持続時間値とを含む、送信することと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項３２】
　アクセスポイントによるワイヤレス通信の方法であって、
　局から少なくとも1つのメッセージを受信するステップであって、前記少なくとも1つの
メッセージが、オフセット値と間隔/持続時間値を含む干渉情報を含む、受信するステッ
プと、
　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリーム識別子(ID)、ベンダーID、タイプフィ
ールド、または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1
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つを含むかどうかを決定するステップと
を含む、方法。
【請求項３３】
　前記局からトリガメッセージを受信するステップと、
　前記トリガメッセージと、前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前
記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとに基づいて、データ
を前記局に送信するステップと
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３４】
　前記データを前記局に前記送信するステップが、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの前記少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定するステップ
と
を含む、請求項33に記載の方法。
【請求項３５】
　前記送信時間窓を前記決定するステップが、前記受信された少なくとも1つのメッセー
ジの各々の中の前記オフセット値または前記間隔/持続時間値に基づいて決定された将来
の干渉と重複しない送信時間窓サイズを選択するステップを含む、請求項34に記載の方法
。
【請求項３６】
　前記局から更新メッセージを受信するステップであって、前記更新メッセージが、前記
局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージ
が、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のスト
リームIDを含み、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを含む、受信するステップと、
　前記更新されたオフセット値または前記更新された間隔/持続時間値に基づいて、前記
ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを更新するステップと
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３７】
　前記局から更新メッセージを受信するステップであって、前記更新メッセージが、前記
局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージ
が、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のスト
リームIDを含む、受信するステップと、
　前記ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを削除するステップ
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３８】
　前記局から更新メッセージを受信するステップであって、前記更新メッセージが、前記
局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示するデフォ
ルト値を有する第2のストリームIDを含む、受信するステップと、
　前記局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除するステップと
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３９】
　前記受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという前記決定
に基づいて、前記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージを予約されたストリ
ームIDに関連付けるステップ
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項４０】
　ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを前記局に送信するステップであっ
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て、前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージが、前記アクセスポイン
トがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する、送信するス
テップ
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項４１】
　前記局から関連付けメッセージを受信するステップであって、前記関連付けメッセージ
が、前記局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにストリ
ームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、受信するステップ
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項４２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサであって、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
　　局から少なくとも1つのメッセージを受信することであって、前記少なくとも1つのメ
ッセージが、オフセット値と間隔/持続時間値を含む干渉情報を含む、受信することと、
　　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリーム識別子(ID)、ベンダーID、タイプフ
ィールド、または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも
1つを含むかどうかを決定することと
を行うように構成された、装置。
【請求項４３】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局からトリガメッセージを受信し、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、データを前記局に送信する
ようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４４】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの前記少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定すること
によって、前記データを前記局に送信するように構成される、請求項43に記載の装置。
【請求項４５】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々
の中の前記オフセット値または前記間隔/持続時間値に基づいて決定された将来の干渉と
重複しない送信時間窓サイズを選択することによって、前記送信時間窓を決定するように
構成される、請求項44に記載の装置。
【請求項４６】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局から更新メッセージを受信することであって、前記更新メッセージが、前記局か
ら前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、
前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のストリー
ムIDを含み、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値のうちの少なく
とも1つを含む、受信することと、
　前記更新されたオフセット値または前記更新された間隔/持続時間値に基づいて、前記
ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを更新することと
を行うようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４７】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局から更新メッセージを受信することであって、前記更新メッセージが、前記局か
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ら前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、
前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のストリー
ムIDを含む、受信することと、
　前記ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを削除することと
を行うようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局から更新メッセージを受信することであって、前記更新メッセージが、前記局に
関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示するデフォルト
値を有する第2のストリームIDを含む、受信することと、
　前記局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除することと
を行うようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記受信された少なくとも1つのメッセージがスト
リームIDを含まないという前記決定に基づいて、前記局から前記受信された少なくとも1
つのメッセージを予約されたストリームIDに関連付けるようにさらに構成される、請求項
42に記載の装置。
【請求項５０】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセー
ジを前記局に送信するようにさらに構成され、前記ビーコンメッセージまたは前記プロー
ブ応答メッセージが、前記装置がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかど
うかを指示す、請求項42に記載の装置。
【請求項５１】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記局から関連付けメッセージを受信するように
さらに構成され、前記関連付けメッセージが、前記局がトラフィックストリームに関連付
けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを
指示する、請求項42に記載の装置。
【請求項５２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　局から少なくとも1つのメッセージを受信するための手段であって、前記少なくとも1つ
のメッセージが、オフセット値と間隔/持続時間値を含む干渉情報を含む、受信するため
の手段と、
　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリーム識別子(ID)、ベンダーID、タイプフィ
ールド、または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1
つを含むかどうかを決定するための手段と
を備える、装置。
【請求項５３】
　前記局からトリガメッセージを受信するための手段と、
　前記トリガメッセージと、前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前
記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとに基づいて、データ
を前記局に送信するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項５４】
　前記データを前記局に前記送信するための手段が、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの前記少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定する
ように構成される、請求項53に記載の装置。
【請求項５５】
　前記送信時間窓を前記決定するための手段が、前記受信された少なくとも1つのメッセ
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ージの各々の中の前記オフセット値または前記間隔/持続時間値に基づいて決定された将
来の干渉と重複しない送信時間窓サイズを選択するように構成される、請求項54に記載の
装置。
【請求項５６】
　前記局から更新メッセージを受信するための手段であって、前記更新メッセージが、前
記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセー
ジが、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のス
トリームIDを含み、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値のうちの
少なくとも1つを含む、受信するための手段と、
　前記更新されたオフセット値または前記更新された間隔/持続時間値に基づいて、前記
ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを更新するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項５７】
　前記局から更新メッセージを受信するための手段であって、前記更新メッセージが、前
記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセー
ジが、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のス
トリームIDを含む、受信するための手段と、
　前記ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを削除するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項５８】
　前記局から更新メッセージを受信するための手段であって、前記更新メッセージが、前
記局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示するデフ
ォルト値を有する第2のストリームIDを含む、受信するための手段と、
　前記局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項５９】
　前記受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという前記決定
に基づいて、前記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージを予約されたストリ
ームIDに関連付けるための手段
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項６０】
　ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを前記局に送信するための手段であ
って、前記ビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージが、前記装置がストリ
ームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する、送信するための手段
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項６１】
　前記局から関連付けメッセージを受信するための手段であって、前記関連付けメッセー
ジが、前記局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにスト
リームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、受信するための手段
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項６２】
　コンピュータ実行可能コードを記憶したアクセスポイントのコンピュータ可読媒体であ
って、
　局から少なくとも1つのメッセージを受信することであって、前記少なくとも1つのメッ
セージが、オフセット値と間隔/持続時間値を含む干渉情報を含む、受信することと、
　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリーム識別子(ID)、ベンダーID、タイプフィ
ールド、または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1
つを含むかどうかを決定することと
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を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれている、2015年1月7日に
出願した「WLAN AP-ASSISTED MULTI-WAY COEXISTENCE」と題する米国仮出願第62/100,784
号、および2016年1月4日に出願した「WLAN AP-ASSISTED MULTI-WAY COEXISTENCE」と題す
る米国特許出願第14/987,588号の利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、一般に、通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレスローカルエリアネ
ットワークアクセスポイント支援多方向共存に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの電気通信システムでは、いくつかの相互作用する空間的に分離されたデバイス間
でメッセージを交換するために、通信ネットワークが使用される。ネットワークは、たと
えば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアとすることがで
きる地理的範囲によって分類される場合がある。そのようなネットワークは、それぞれ、
ワイドエリアネットワーク(WAN)、メトロポリタンエリアネットワーク(MAN)、ローカルエ
リアネットワーク(LAN)、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)、またはパーソ
ナルエリアネットワーク(PAN)として指定される。ネットワークはまた、様々なネットワ
ークのノードおよびデバイスを相互接続するために使用されるスイッチング/ルーティン
グ技法(たとえば、回線交換対パケット交換)、伝送のために利用される物理媒体のタイプ
(たとえば、有線対ワイヤレス)、および使用される通信プロトコルのセット(たとえば、
インターネットプロトコル群、同期光ネットワーク(SONET)、イーサネット（登録商標）
など)により異なる。
【０００４】
　ネットワーク要素が移動式であり、それゆえ、動的に接続する必要性があるときに、ま
たは、ネットワークアーキテクチャが、固定されたトポロジではなく、アドホックなトポ
ロジにおいて形成される場合に、ワイヤレスネットワークが好ましい場合がある。ワイヤ
レスネットワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域内の電磁波を使用
して無誘導伝搬モードにおいて無形物理媒体を用いる。ワイヤレスネットワークは、有利
には、固定有線ネットワークと比較するとき、ユーザ移動性と迅速な現場配置とを容易に
する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のシステム、方法、コンピュータ可読媒体、およびデバイスは各々、いくつかの
態様を有し、それらのうちの単一の態様だけが、本発明の望ましい属性を担うものではな
い。以下の特許請求の範囲によって表現されるような本発明の範囲を限定することなく、
いくつかの特徴がここで簡単に論じられる。この議論を考慮した後で、また特に「発明を
実施するための形態」と題するセクションを読んだ後で、本発明の特徴が、ワイヤレスネ
ットワーク内でデバイスに利点をどのようにして提供するのかが理解されよう。
【０００６】
　本開示の一態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、局)を提供する。この装置
は、少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を識別するよう
に構成される。この装置は、メッセージをアクセスポイントに送信するように構成される
。このメッセージは、干渉情報に関連付けられるとともに少なくとも1つのトラフィック
ストリームに関連付けられるストリーム識別子(ID)含み、このメッセージは干渉情報を含
む。干渉情報はオフセット値と間隔/持続時間値とを含む。
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【０００７】
　本開示の別の態様では、ワイヤレス通信のための装置が提供される。この装置は、少な
くとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を識別するための手段と
、メッセージをアクセスポイントに送信するための手段とを含み得る。このメッセージは
、干渉情報に関連付けられるとともに少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付
けられるストリーム識別子を含み得る。このメッセージは干渉情報を含むことができ、干
渉情報はオフセット値と間隔/持続時間値とを含み得る。別の態様では、このメッセージ
は、ベンダーID、タイプフィールド、およびストリームIDに関連付けられる長さフィール
ドのうちの少なくとも1つを含み得る。別の構成では、この装置は、更新メッセージをア
クセスポイントに送信するための手段を含み得る。更新メッセージはメッセージに関連付
けられてよく、更新メッセージは、メッセージ内のストリームIDと、第2のオフセット値
または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとを含み得る。第2のオフセット値ま
たは第2の間隔/持続時間値は、少なくとも1つのトラフィックストリームに関する更新さ
れた干渉情報に関連付けられてよい。別の構成では、この装置は、更新メッセージをアク
セスポイントに送信するための手段を含み得る。更新メッセージはメッセージに関連付け
られてよく、更新メッセージは、メッセージ内のストリームIDを含むことができ、ストリ
ームIDに関連付けられる干渉情報が削除されるべきであることを指示し得る。別の構成で
は、この装置は、少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別するための手
段と、これらの少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて間隔/持続時
間値を決定するための手段とを含み得る。この構成では、メッセージ内で送信されるスト
リームIDはこれらの少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられて
よい。別の態様では、ストリームIDは予約された値を有してよく、予約された値は、メッ
セージが非周期的トラフィックに関連付けられることを指示し得る。別の態様では、スト
リームIDは予約された値を有してよく、予約された値は、その装置に関連付けられるすべ
てのストリームIDが削除されるべきであることを指示し得る。別の構成では、この装置は
、アクセスポイントからビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを受信するた
めの手段を含み得る。ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、アクセスポ
イントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する情報を含
み得る。この構成では、この装置は、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージ
内の情報に基づいて、アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能で
あるかどうかを決定するための手段を含み得る。別の構成では、この装置は、関連付けメ
ッセージをアクセスポイントに送信するための手段を含み得る。関連付けメッセージは、
その装置がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにストリー
ムIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る。別の構成では、この装置は、ト
リガメッセージをアクセスポイントに送信するための手段を含み得る。トリガメッセージ
は、その装置に対する干渉が存在しない時間期間中に送信され得る。
【０００８】
　本開示の別の態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した局のコンピュータ可読
媒体が提供される。このコンピュータ可読媒体は、少なくとも1つのトラフィックストリ
ームに関連付けられる干渉情報を識別するためのコードと、メッセージをアクセスポイン
トに送信するためのコードとを含み得る。このメッセージは、干渉情報に関連付けられる
とともに少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けられるストリームIDを含み
得る。このメッセージは干渉情報を含むことができ、干渉情報はオフセット値と間隔/持
続時間値とを含み得る。一態様では、このメッセージは、ベンダーID、タイプフィールド
、およびストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含み得
る。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は、更新メッセージをアクセスポイントに
送信するためのコードを含み得る。更新メッセージはメッセージに関連付けられてよく、
更新メッセージは、メッセージ内のストリームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔
/持続時間値のうちの少なくとも1つとを含み得る。第2のオフセット値または第2の間隔/
持続時間値は、少なくとも1つのトラフィックストリームに関する更新された干渉情報に
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関連付けられてよい。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は、更新メッセージをア
クセスポイントに送信するためのコードを含み得る。更新メッセージはメッセージに関連
付けられてよく、更新メッセージは、メッセージ内のストリームIDを含むことができ、ス
トリームIDに関連付けられる干渉情報が削除されるべきであることを指示し得る。別の構
成では、このコンピュータ可読媒体は、少なくとも2つの非周期的トラフィックストリー
ムを識別するためのコードと、これらの少なくとも2つの非周期的トラフィックストリー
ムに基づいて間隔/持続時間値を決定するためのコードとを含み得る。メッセージ内で送
信されるストリームIDはこれらの少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに関
連付けられてよい。別の態様では、ストリームIDは予約された値を有してよく、予約され
た値は、メッセージが非周期的トラフィックに関連付けられることを指示し得る。別の態
様では、ストリームIDは予約された値を有してよく、予約された値は、その局に関連付け
られるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示し得る。別の構成では、
コンピュータ可読媒体は、アクセスポイントからビーコンメッセージまたはプローブ応答
メッセージを受信するためのコードを含むことができ、ビーコンメッセージまたはプロー
ブ応答メッセージは、そのアクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可
能であるかどうかを指示する情報を含み得る。この構成では、このコンピュータ可読媒体
は、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージ内の情報に基づいて、アクセスポ
イントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決定するためのコ
ードを含み得る。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は、関連付けメッセージをア
クセスポイントに送信するためのコードを含み得る。関連付けメッセージは、その局がト
ラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用す
ることが可能であるかどうかを指示し得る。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は
、トリガメッセージをアクセスポイントに送信するためのコードを含むことができ、トリ
ガメッセージは、その局に対する干渉が存在しない時間期間中に送信され得る。
【０００９】
　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置(たとえば、アクセスポイント)を提
供する。この装置は、局から少なくとも1つのメッセージを受信するように構成され、こ
の少なくとも1つのメッセージは、オフセット値と間隔/持続時間値を含む干渉情報を含む
。この装置は、少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィ
ールド、またはストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを
含むかどうかを決定するように構成される。
【００１０】
　本開示の別の態様では、ワイヤレス通信のための装置が提供される。この装置は、局か
ら少なくとも1つのメッセージを受信するための手段を含むことが可能であり、その場合
、この少なくとも1つのメッセージは、オフセット値と間隔/持続時間値を含む干渉情報を
含む。この装置は、少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプ
フィールド、またはストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1
つを含むかどうかを決定するための手段を含み得る。別の構成では、この装置は、局から
トリガメッセージを受信するための手段と、受信された少なくとも1つのメッセージの各
々の中のオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、データ
を局に送信するための手段とを含み得る。一構成では、データを局に送信するための手段
は、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセット値または間隔/持続時
間値のうちの少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定するように構成され得る。こ
の構成では、データを送信するための手段は、受信された少なくとも1つのメッセージの
各々の中のオフセット値または間隔/持続時間値に基づいて決定された将来の干渉と重複
しない送信時間窓サイズを選択することによって、送信時間窓を決定するように構成され
得る。別の構成では、この装置は、局から更新メッセージを受信するための手段を含み得
る。更新メッセージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられて
よく、更新メッセージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと同
一の第2のストリームIDを含むことができ、更新されたオフセット値または更新された間
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隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを含む。この構成では、この装置は、更新されたオ
フセット値または更新された間隔/持続時間値に基づいて、ストリームIDに関連付けられ
るオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを更新するための手段を含
み得る。別の構成では、この装置は、局から更新メッセージを受信するための手段を含み
得る。更新メッセージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ
てよく、更新メッセージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと
同一の第2のストリームIDを含み得る。この構成では、この装置は、ストリームIDに関連
付けられるオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを削除するための
手段を含み得る。別の構成では、この装置は、局から更新メッセージを受信するための手
段を含み得る。更新メッセージは、局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除され
るべきであることを指示するデフォルト値を有する第2のストリームIDを含み得る。この
構成では、この装置は、局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除するための手段
を含み得る。別の構成では、この装置は、受信された少なくとも1つのメッセージがスト
リームIDを含まないという決定に基づいて、局から受信された少なくとも1つのメッセー
ジを予約されたストリームIDに関連付けるための手段を含み得る。別の構成では、この装
置は、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを局に送信するための手段を含
み得る。ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、アクセスポイントがスト
リームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示し得る。別の構成では、こ
の装置は、局から関連付けメッセージを受信するための手段を含み得る。関連付けメッセ
ージは、その局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにス
トリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る。
【００１１】
　本開示の別の態様では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶し
たアクセスポイントのコンピュータ可読媒体が提供される。コンピュータ可読媒体は、局
から少なくとも1つのメッセージを受信するためのコードを含み得る。少なくとも1つのメ
ッセージは、オフセット値と間隔/持続時間値とを含む干渉情報を含む。このコンピュー
タ可読媒体は、少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィ
ールド、またはストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを
含むかどうかを決定するためのコードを含み得る。別の構成では、このコンピュータ可読
媒体は、局からトリガメッセージを受信するためのコードと、受信された少なくとも1つ
のメッセージの各々の中のオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに
基づいて、データを局に送信するためのコードとを含み得る。別の構成では、データを局
に送信するためのコードは、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセ
ット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定する
ためのコードを含み得る。一態様では、送信時間窓を決定するためのコードは、受信され
た少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセット値または間隔/持続時間値に基づい
て決定された将来の干渉と重複しない送信時間窓サイズを選択するためのコードを含み得
る。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は、局から更新メッセージを受信するため
のコードを含み得る。更新メッセージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージ
に関連付けられてよく、更新メッセージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内の
ストリームIDと同一の第2のストリームIDを含むことができ、更新されたオフセット値ま
たは更新された間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを含む。この構成では、このコン
ピュータ可読媒体は、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値に基づ
いて、ストリームIDに関連付けられるオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少な
くとも1つを更新するためのコードを含み得る。別の構成では、このコンピュータ可読媒
体は、局から更新メッセージを受信するためのコードを含み得る。更新メッセージは、局
から受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられてよく、更新メッセージは、
受信された少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと同一の第2のストリームIDを含
み得る。この構成では、このコンピュータ可読媒体は、ストリームIDに関連付けられるオ
フセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを削除するためのコードを含み
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得る。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は、局から更新メッセージを受信するた
めのコードを含み得る。更新メッセージは、局に関連付けられるすべてのストリームIDが
削除されるべきであることを指示するデフォルト値を有する第2のストリームIDを含み得
る。この構成では、このコンピュータ可読媒体は、局に関連付けられるすべてのストリー
ムIDを削除するためのコードを含み得る。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は、
受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという決定に基づいて
、局から受信された少なくとも1つのメッセージを予約されたストリームIDに関連付ける
ためのコードを含み得る。別の構成では、このコンピュータ可読媒体は、ビーコンメッセ
ージまたはプローブ応答メッセージを局に送信するためのコードを含み得る。ビーコンメ
ッセージまたはプローブ応答メッセージは、アクセスポイントがストリームIDを使用した
干渉情報処理が可能であるかどうかを指示し得る。別の構成では、このコンピュータ可読
媒体は、局から関連付けメッセージを受信するためのコードを含み得る。関連付けメッセ
ージは、その局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにス
トリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の態様が用いられ得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図である。
【図２】(不定期自動省電配信(U-APSD:unscheduled automatic power save delivery)を
使用した)1つのストリームに関する共存をサポートする方法の図である。
【図３】複数のストリームに関する共存をサポートする追加トラフィックストリーム(ATS
:add traffic stream)フレームに関するフレーム構造の例示的な図である。
【図４】複数のトラフィックストリームに関するAP支援多方向共存を実行する方法を例示
する図である。
【図５】図1のワイヤレス通信システム内で通信するためのAP支援多方向共存を実行し得
るワイヤレスデバイスの例示的な機能ブロック図である。
【図６】多方向共存を実行する例示的な方法を示すフローチャートである。
【図７】多方向共存を実行する例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック図である
。
【図８】図1のワイヤレス通信システム内の多方向共存をサポートするワイヤレスデバイ
スの例示的な機能ブロック図である。
【図９Ａ】AP支援多方向共存をサポートするためのワイヤレス通信の例示的な方法のフロ
ーチャートである。
【図９Ｂ】AP支援多方向共存をサポートするためのワイヤレス通信の例示的な方法のフロ
ーチャートである。
【図１０】AP支援多方向共存をサポートする例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　新規のシステム、装置、コンピュータプログラム製品、および方法の様々な態様につい
て、添付の図面を参照しながら以下でさらに十分に説明する。しかしながら、本開示は、
多くの異なる形態で具現化することができるので、本開示全体にわたって提示される任意
の特定の構造または機能に限定されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの
態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために与えら
れる。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲が、本発明の何らかの他の態様とは無関
係に実装されるにせよ、本発明の何らかの他の態様と組み合わせて実装されるにせよ、本
明細書で開示する新規のシステム、装置、コンピュータプログラム製品、および方法のい
かなる態様をも包含することが意図されていることを、当業者は諒解されたい。たとえば
、本明細書に記載される任意の数の態様を使用して、装置が実装されてもよく、あるいは
方法が実施されてもよい。加えて、本発明の範囲は、本明細書に記載される本発明の様々
な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造および機能を使用して
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実施されるそのような装置または方法を包含することが意図されている。本明細書で開示
する任意の態様は、特許請求の範囲の1つまたは複数の要素により具現化されてもよいこ
とを理解されたい。
【００１４】
　特定の態様について本明細書で説明するが、これらの態様の多数の変形形態および置換
形態が、本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点について述べ
るが、本開示の範囲は、特定の利益、用途、または目的に限定されるものではない。そう
ではなく、本開示の態様は、異なるワイヤレス技法、システム構成、ネットワーク、およ
び送信プロトコルに広く適用可能であるものであり、それらのうちのいくつかが例として
図および好ましい態様の以下の説明において示される。詳細な説明および図面は、限定的
ではなく、本開示の例示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびその均
等物によって規定される。
【００１５】
　普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのWLANを含み得る。WLANは
、広く使われるネットワークプロトコルを用いて、近くのデバイスを一緒に相互接続する
のに使用される場合がある。本明細書で説明する様々な態様は、ワイヤレスプロトコルな
どの任意の通信規格に適用され得る。
【００１６】
　いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重(OFDM)、直接シーケンス
スペクトラム拡散(DSSS)通信、OFDMとDSSS通信の組合せ、または他の方式を使用して、80
2.11プロトコルに従って送信され得る。802.11プロトコルの実装形態は、センサー、メー
タ、およびスマートグリッドネットワークのために使用され得る。有利なことに、802.11
プロトコルを実装する特定のデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデ
バイスよりも少ない電力を消費することができ、かつ/または、たとえば、約1キロメート
ル以上の比較的長い範囲にわたってワイヤレス信号を送信するために使用され得る。
【００１７】
　いくつかの実装形態では、WLANは、ワイヤレスネットワークにアクセスする構成要素で
ある種々のデバイスを含む。たとえば、2つのタイプのデバイス、すなわち、アクセスポ
イント(「AP」)、およびクライアント(局または「STA」とも呼ばれる)があり得る。概し
て、APは、WLAN用のハブまたは基地局として働くことができ、STAは、WLANのユーザとし
て働く。たとえば、STAは、ラップトップコンピュータ、携帯情報端末(PDA)、モバイル電
話などであり得る。一例では、STAは、インターネットまたは他のワイドエリアネットワ
ークへの一般的な接続性を得るために、WiFi(たとえば、IEEE802.11プロトコル)準拠ワイ
ヤレスリンクを介してAPに接続する。いくつかの実装形態では、STAはAPとして使用され
ることもある。
【００１８】
　アクセスポイントはまた、ノードB、無線ネットワークコントローラ(RNC)、eノードB、
基地局コントローラ(BSC)、ベーストランシーバ局(BTS)、基地局(BS)、トランシーバ機能
(TF)、無線ルータ、無線トランシーバ、接続点、または何らかの他の用語を備えるか、そ
れらのいずれかとして実装されるか、または何らかの他の用語として知られていることが
ある。
【００１９】
　STAはまた、アクセス端末(AT)、加入者局、加入者ユニット、移動局、遠隔局、遠隔端
末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、または何らかの他
の用語を含むか、これらとして実装されるか、またはこれらとして知られる場合がある。
いくつかの実装形態では、STAは、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロ
トコル(SIP)電話、ワイヤレスローカルループ(WLL)局、携帯情報端末(PDA)、ワイヤレス
接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの
他の好適な処理デバイスを含み得る。したがって、本明細書で教示する1つまたは複数の
態様は、電話(たとえば、セルラーフォンもしくはスマートフォン)、コンピュータ(たと
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えば、ラップトップ)、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピュー
ティングデバイス(たとえば、携帯情報端末)、エンターテインメントデバイス(たとえば
、音楽デバイスもしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ)、ゲームデバイスもしくは
ゲームシステム、全地球測位システムデバイス、または、ワイヤレス媒体を介して通信す
るように構成された任意の他の適切なデバイスに組み込まれる場合がある。
【００２０】
　「関連付ける」、もしくは「関連付け」、またはその任意の変形は、本開示の文脈内で
可能な最大の意味が与えられるべきである。例として、第1の装置が第2の装置に関連付け
るとき、2つの装置は直接関連付けられてよいか、または中間装置が存在してもよいこと
を理解されたい。説明を簡単にするために、2つの装置間に関連付けを確立するためのプ
ロセスは、装置のうちの1つによる「関連付け要求」の後に他の装置による「関連付け応
答」がくることを必要とするハンドシェークプロトコルを使用して説明される。ハンドシ
ェークプロトコルは、例として、認証を提供するためのシグナリングなど、他のシグナリ
ングを必要とし得ることを当業者は理解されよう。
【００２１】
　本明細書において「第1の」、「第2の」などの呼称を使用する要素のいかなる参照も、
一般的には、それらの要素の量または順序を限定するものではない。むしろ、これらの呼
称は、2つ以上の要素、または要素の例を区別する都合のよい方法として本明細書で使用
されている。したがって、第1および第2の要素への参照は、2つの要素のみが用いられ得
ること、または第1の要素が第2の要素に先行しなければならないことを意味しない。さら
に、項目のリスト「のうちの少なくとも1つ」に言及する句は、単一のメンバーを含む、
それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「A、B、またはCのうちの少なくとも1
つ」は、A、もしくはB、またはC、あるいはそれらの任意の組合せ(たとえば、A-B、A-C、
B-C、およびA-B-C)をカバーするものとする。
【００２２】
　上述したように、本明細書で説明するいくつかのデバイスは、たとえば、802.11規格を
実装することができる。そのようなデバイスは、STAとして使用されるのか、APとして使
用されるのか、または他のデバイスとして使用されるのかにかかわらず、スマートメータ
リングのためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのような
デバイスは、センサー用途をもたらし得、またはホームオートメーションにおいて使用さ
れ得る。デバイスは、代わりに、または追加で、健康管理の場面において、たとえば、個
人の健康管理のために使用され得る。デバイスは、また、監視のために使用されて、(た
とえば、ホットスポットと一緒の利用に関して)遠距離のインターネット接続性を可能に
し得、または機械対機械の通信を実装し得る。
【００２３】
　図1は、本開示の態様が用いられ得る例示的なワイヤレス通信システム100を示す。ワイ
ヤレス通信システム100は、ワイヤレス規格、たとえば802.11規格に従って動作し得る。
ワイヤレス通信システム100は、STA(STA112、114、116、および118)と通信するAP104を含
み得る。
【００２４】
　様々なプロセスおよび方法は、AP104とSTAとの間の、ワイヤレス通信システム100にお
ける送信のために使用され得る。たとえば、信号は、OFDM/OFDMA技法に従って、AP104とS
TAとの間で送受信される場合がある。そうである場合、ワイヤレス通信システム100をOFD
M/OFDMAシステムと呼ぶことができる。代替として、信号を、CDMA技法に従ってAP104とST
Aとの間で送受信することができる。そうである場合、ワイヤレス通信システム100をCDMA
システムと呼ぶことができる。
【００２５】
　AP104からSTAのうちの1つまたは複数への送信を容易にする通信リンクはダウンリンク(
DL)108と呼ばれる場合があり、STAのうちの1つまたは複数からAP104への送信を容易にす
る通信リンクはアップリンク(UL)110と呼ばれる場合がある。代替として、ダウンリンク1
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08は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれる場合があり、アップリンク110は逆方
向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれる場合がある。いくつかの態様では、DL通信は、
ユニキャストトラフィック指示またはマルチキャストトラフィック指示を含み得る。
【００２６】
　AP104は、いくつかの態様では、AP104が著しいアナログデジタル変換(ADC)クリッピン
グノイズを生じることなく、2つ以上のチャネル上で同時にUL通信を受信することができ
るように、隣接チャネル干渉(ACI)を抑制することができる。AP104は、各チャネルに対し
て別個の有限インパルス応答(FIR)フィルタを有すること、またはビット幅を増大して、
より長いADCバックオフ期間を有することによって、ACIの抑制を改善することができる。
【００２７】
　AP104は、基地局として働き、基本サービスエリア(BSA)102においてワイヤレス通信カ
バレージを提供することができる。BSA(たとえば、BSA102)は、AP(たとえば、AP104)のカ
バレージエリアである。AP104は、AP104に関連付けられ、また通信のためにAP104を使用
する、STAとともに、基本サービスセット(BSS)と呼ばれることがある。ワイヤレス通信シ
ステム100は、中央AP104(たとえば、AP104)を有さない場合があり、むしろSTA間のピアツ
ーピアネットワークとして機能する場合があることに留意されたい。したがって、本明細
書で説明するAP104の機能は、代替として、STAのうちの1つまたは複数によって実行され
得る。
【００２８】
　AP104は、他のノード(STA)が、そのタイミングをAP104と同期するのに役立ち得るか、
または他の情報または機能を提供し得るビーコン信号(または、単なる「ビーコン」)を1
つまたは複数のチャネル(たとえば、各チャネルが周波数帯域を含む複数の狭帯域チャネ
ル)上でダウンリンク108などの通信リンクを介してワイヤレス通信システム100の他のノ
ード(STA)に送信することができる。そのようなビーコンは、定期的に送信され得る。一
態様では、連続する送信の間の期間は、スーパーフレームと呼ばれる場合がある。ビーコ
ンの送信は、多数のグループまたは間隔に分割され得る。一態様では、ビーコンは、限定
はされないが、共通のクロックを設定するためのタイムスタンプ情報、ピアツーピアネッ
トワーク識別子、デバイス識別子、容量情報、スーパーフレーム持続時間、送信方向情報
、受信方向情報、近隣リスト、および/または拡張近隣リストなどを含んでよく、これら
の一部は以下の追加の詳細において説明される。したがって、ビーコンは、いくつかのデ
バイスの間で共通の(たとえば、共有される)情報と、所与のデバイスに特有の情報の両方
を含み得る。
【００２９】
　いくつかの態様では、AP104に通信を送り、かつ/またはAP104から通信を受信するため
に、STA(たとえば、STA114)をAP104に関連付けることが必要とされ得る。一態様では、関
連付けるための情報は、AP104によってブロードキャストされるビーコン内に含まれる。
そのようなビーコンを受信するために、STA114は、たとえば、カバレージ領域にわたって
広範なカバレージ探索を実行することができる。探索はまた、たとえば、灯台方式でカバ
レージ領域をスイープすることによって、STA114により実行され得る。ビーコンフレーム
またはプローブ応答フレームのいずれかから、関連付けるための情報を受信した後、STA1
14は、関連付けプローブまたは関連付け要求などの基準信号をAP104に送信することがで
きる。いくつかの態様では、AP104は、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網(
PSTN)などのより大きいネットワークと通信するために、バックホールサービスを使用す
ることができる。
【００３０】
　一態様では、AP104は、様々な機能を実行するための1つまたは複数の構成要素を含み得
る。たとえば、AP104は、多方向共存を支援することに関する手順を実行するための干渉
構成要素124を含み得る。この例では、干渉構成要素124は、局(たとえば、STA114)から少
なくとも1つのメッセージを受信するように構成され得る。少なくとも1つのメッセージは
、オフセット値と間隔/持続時間値とを含み得る干渉情報を含み得る。干渉構成要素124は
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、少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィールド、また
はストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含むかどうか
を決定するように構成され得る。
【００３１】
　別の態様では、STA114は、様々な機能を実行するための1つまたは複数の構成要素を含
み得る。たとえば、STA114は、多方向共存に関する手順を実行するための多方向共存構成
要素126を含み得る。この例では、多方向共存構成要素126は、少なくとも1つのトラフィ
ックストリームに関連付けられる干渉情報を識別するように構成され得る。多方向共存構
成要素126は、メッセージをアクセスポイント(たとえば、AP104)に送信するように構成さ
れ得る。このメッセージは、干渉情報に関連付けられるとともに少なくとも1つのトラフ
ィックストリームに関連付けられるストリームIDを含み得る。このメッセージは干渉情報
を含むことができ、干渉情報はオフセット値と間隔/持続時間値とを含み得る。
【００３２】
　モバイルフォン、ラップトップコンピュータ、およびタブレットなどのワイヤレスデバ
イスは、ユーザサービスを提供するために他のワイヤレスデバイスと接続されていること
が多い。たとえば、モバイルデバイスは、インターネットをブラウズするためのAPとのWL
AN接続と、電話呼出のためのボイスオーバーロングタームエボリューション(LTE)(VoLTE)
(たとえば、VoLTE接続)と、電話呼出のためのハンズフリーヘッドセットとのBluetooth（
登録商標）(BT)接続とを有し得る。別の例では、モバイルデバイスは、ファイルをダウン
ロードするためのAPとのWLAN接続と、スピーカ上で音楽を再生するためのBluetooth（登
録商標）音楽接続と、Bluetooth（登録商標）低エネルギー(BLE)心拍モニタとを同時に有
し得る。ワイヤレスデバイスが複数の無線を介して(または、単一の無線を介して)複数の
データ/トラフィックストリームを送信するとき、送信は、Wi-Fiデータのワイヤレスデバ
イスの受信に不要な干渉を引き起こす場合がある。したがって、異なる無線からの異なる
トラフィックストリームと同じ無線からの異なるトラフィックストリームとの間に、干渉
およびデータ送信干渉の可能性を低減するための効率的な多方向共存に対する強い要望が
存在する。
【００３３】
　図2は、(不定期自動省電配信(U-APSD)を使用した)1つのストリームに関する共存をサポ
ートする方法の図200である。IEEE802.11vでは、たとえば、U-APSD共存は1つのストリー
ムに関する干渉バーストのスケジューリングをサポートする。STAは、IEEE802.11vシグナ
リングを使用して、APに干渉窓を広告することができ、APはそれらの干渉窓中にダウンリ
ンク送信を回避することができる。
【００３４】
　図2を参照すると、データストリーム(たとえば、Bluetooth（登録商標）データストリ
ーム)に関連付けられる干渉バーストを識別/決定するとすぐ、STAは、追加トラフィック
ストリーム(ATS)フレーム(または、メッセージ)202をAPに送信することができる(前述の
ように、ATSフレーム202は、IEEE802.11v規格などにおいて、ADDTSフレームとして知られ
ている場合もある)。ATSフレーム202は、STAがいくつかの干渉窓206、216、226において
干渉バーストを予想し、それらの干渉窓206、216、226中にWi-Fi送信を受信することがで
きないことを指示し得る。ATSフレーム202はオフセット値を使用することによって干渉窓
206、216、226がいつ開始し得るかを指示し得る。たとえば、各タイムスロットの長さが1
msである場合、1msのオフセット値は第1の干渉窓206が後続のタイムスロット内で開始す
ることを指示し得る。ATSフレーム202は、干渉窓216、226が生じ得る間隔(たとえば、ms)
を指示する間隔/持続時間値を含むことも可能である。図2を参照すると、一例では、ATS
フレーム202は、1msのオフセット値と、3msの間隔/持続時間値とを含み得る。ATSフレー
ム202を成功裏に受信するとすぐ、APは、肯定応答メッセージ/フレーム204をSTAに送信す
ることができる。1msのオフセット値を仮定すると、APは、第1の干渉窓206が生じる後続
のタイムスロット(たとえば、1ms後に生じるタイムスロット)内でWi-FiデータをSTAに送
信することができない。第1の干渉窓206が経過した後で、STAはトリガフレーム(または、
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メッセージ)208をAPに送信することができる。トリガフレーム208は、STAがデータ送信を
受信する準備ができていることをAPに指示し得る。トリガフレーム208を成功裏に受信す
るとすぐ、APは、第2の肯定応答メッセージ/フレーム210を送信することができる。その
後、APは、データの第1のセット212(たとえば、物理レイヤコンバージェンスプロトコル(
PLCP)プロトコルデータユニット(PPDU))をSTAに送信することができる。データの第1のセ
ット212を成功裏に受信した後で、STAは、第3の肯定応答フレーム/メッセージ214をAPに
送信することができる。後続のタイムスロット内で(たとえば、4msにおいて)、APは、STA
が別の干渉バーストを受けていると決定することができ、したがって、APは、第2の干渉
窓216中にデータをSTAに送信することができない。第2の干渉窓216の後で、STAは、追加
のWi-Fi送信を受信する準備ができている。STAは、第2のトリガフレーム(または、メッセ
ージ)218をAPに送信することができる。APがトリガフレーム218を成功裏に受信した場合
、APは、第4の肯定応答メッセージ/フレーム220をSTAに送信することができる。その後、
APがSTAに送信するためのデータを有する場合、APは、データの第2のセット222をPPDU内
でSTAに送信することができる。STAがデータの第2のセット222を成功裏に受信した場合、
STAは、第5の肯定応答メッセージ/フレーム224をAPに送信することができる。その後、AT
Sフレーム202に基づいて、APは、第3の干渉窓226内でデータをSTAに送信するのを控える
ことができる。この例では、APはデータの1つのストリームだけに関する共存をサポート
する。複数のトラフィックストリームに関する共存は(たとえば、U-APSDによって)サポー
トされないが、これは、2つ以上のトラフィックストリームを区別する方法が存在しない
ためである。複数の周期的および/または非周期的な干渉バーストを用いて、複数のデー
タストリームに関する共存をサポートする必要が存在する。
【００３５】
　図3は、複数のストリームに関する共存をサポートする追加トラフィックストリーム(AT
S)に関するフレーム構造の例示的な図300である。(IEEE802.11v規格においてADDTSフレー
ムとして知られている場合もある)ATSフレームは、カテゴリー(たとえば、QoSを表すため
の1)、アクション、ダイアログトークン(同じタイプの複数のフレームがいつ送られるか
を区別するための連続番号)、TSPEC(トラフィックフロー、パケットサイズ、予想される
データレートなどの要件を含むトラフィック規格)、TCLAS(TSPECがサポートされないとき
にデータトラフィックをより単純な用語で定義する)、TCLAS処理(TCLAS処理パラメータ)
、およびU-APSD共存など、いくつかのフィールドを含み得る。U-APSD共存フィールド(ま
たは、同様のフィールド)は、要素ID(たとえば、1オクテットのサイズ)、長さ(たとえば
、1オクテットのサイズ)、タイミング同期機能(TSF)オフセット(たとえば、8オクテット
のサイズ)、間隔/持続時間(たとえば、4オクテットのサイズ)、およびオプションの(たと
えば、可変サイズの)部分要素など、追加のフィールドまたはパラメータを含み得る。TSF
オフセットは、次の干渉バースト/干渉窓がいつ生じ得るかについてのオフセット値を時
間単位(たとえば、ミリ秒)で指示し得る。非ゼロオフセット値を有するATSフレームは、
干渉バースト/窓が周期的であり得ることを指示する。周期的トラフィックストリームに
関するATSフレームは、モード1の要求または構成と見なされ得る。対照的に、ゼロオフセ
ット値を有するATSフレームは、干渉バースト/窓が非周期的(たとえば、バースト的な干
渉)であり得ることを指示する。非周期的トラフィックストリームに関するATSフレームは
、モード2の要求または構成と見なされ得る。TSFオフセット値が非ゼロである場合、間隔
/持続時間値は、干渉バースト/窓が予想され得る時間間隔(たとえば、3msごと)を表し得
る。TSFオフセット値がゼロである場合、間隔/持続時間値は、APがデータをSTAに送信す
ることができる時間持続時間を(たとえば、msで)表し得る。一態様では、間隔/持続時間
値が時間持続時間を表すとき、データを送信するための時間持続時間は、周期的な干渉バ
ーストを有する別のトラフィックストリームに関連付けられる干渉バースト/窓によって
中断される場合がある。
【００３６】
　ATSフレーム構造のU-APSD共存フィールド内にオプションの部分要素サブフィールドが
含まれてもよい。干渉スケジューリングを使用した複数のトラフィックストリームの共存
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である多方向共存をサポートするために、オプションの部分要素サブフィールドを利用す
ることができる。たとえば、オプションの部分要素サブフィールドは、部分要素識別子(I
D)(たとえば、1オクテットのサイズ)、長さフィールド(たとえば、3オクテットのサイズ)
、OUI(組織的に一意の識別子)(たとえば、1オクテットのサイズ)、OUIタイプ(たとえば、
1オクテットのサイズ)、およびストリームID(たとえば、1オクテットのサイズ)など、追
加のサブフィールドを含み得る。部分要素IDは、1オクテット(または、8ビット)のサイズ
であってよく、オプションの部分要素サブフィールド内のいくつかの他の部分要素間の1
つの部分要素を識別することができる。長さサブフィールドは、OUIサブフィールド、OUI
タイプサブフィールド、および/またはストリームIDサブフィールドの長さを指示し得る
。長さサブフィールドは、3オクテット(または、24ビット)のサイズであり得る。OUIは、
ATSフレームを送信するデバイスに関連付けられる、ベンダー、製造業者、または組織を
広域的に/世界的に一意に識別する3オクテットの識別子(たとえば、Wi-FiアライアンスOU
I)であり得る。OUIタイプサブフィールドは、1オクテットであってよく、オプションの部
分要素が(たとえば、ピアツーピアのためのU-APSD共存v1.0など)多方向共存サポートのた
めであることを指示し得る。ATSフレームを受信するデバイスは、OUIタイプ内に含まれた
情報に基づいて、オプションの部分要素をどのように処理するかを決定することができる
。ストリームIDサブフィールドは、ATSフレームを送信するデバイスのトラフィックスト
リームを識別することができ、かつ/またはそのトラフィックストリームに関連付けられ
得る。ストリームIDは、異なる無線からの異なるトラフィックストリームまたは同じ無線
からの異なるトラフィックストリームを識別することができる。図3は、オプションの部
分要素サブフィールド内のサブフィールドの各々に関するサイズ(オクテットで)および16
進値を提供するが、これらの値は、例示的であり、任意の適切な値を使用することができ
る。
【００３７】
　図4は、複数のトラフィックストリームに関するAP支援多方向共存を実行する方法を例
示する図400、450を含む。図400を参照すると、STA114(図1)は、LTE接続(たとえば、LTE
時分割複信(TDD)バンド40、2380-2400、構成1)、Bluetooth（登録商標）拡張同期接続(eS
CO)、およびWLAN接続を含む接続など、周期的な送信または干渉バースト(たとえば、モー
ド1)を有する複数の同時接続を有し得る。各接続に関して、STA114は、トラフィックスト
リームを生成し、送信することによってデータを送信することができる。たとえば、LTE
接続では、STA114は、ダウンリンクトラフィックスロット402内でデータを受信し、アッ
プリンクトラフィックスロット404内でデータを送信することができる。アップリンクト
ラフィックスロット404内でデータを送信することによって、STA114は、他の接続(たとえ
ば、図1のAP104とのWLAN接続)からのデータの成功裏の受信を妨害する干渉を生成し得る
。一態様では、STA114は、アップリンクトラフィックスロット404内でデータを送信する
間に干渉を予想し、アップリンクLTEトラフィックストリームに関連付けられるLTE干渉情
報を識別することができる。LTE干渉情報は、第1のLTE干渉バースト406、第2のLTE干渉バ
ースト408、および後続のLTE干渉バースト410に関する情報を含み得る(第1のLTE干渉バー
スト406、第2のLTE干渉バースト408、および後続のLTE干渉バースト410を指す矢印は、干
渉バーストの開始を指示し得る)。この態様では、第1のLTE干渉バースト406、第2のLTE干
渉バースト408、および後続のLTE干渉バースト410は、周期的な方法で(たとえば、5msご
とに)生じ得る。同様に、Bluetooth（登録商標） eSCO接続の場合、STA114は、送信スロ
ット420内でデータを送信し、受信スロット422内でデータを受信することができる。STA1
14は、送信スロット420内でデータを送信する間に干渉を予想し、Bluetooth（登録商標）
 eSCOトラフィックストリームに関連付けられるBluetooth（登録商標）干渉情報を識別す
ることができる。一態様では、Bluetooth（登録商標） eSCO干渉情報は、第1のBT干渉バ
ースト424、第2のBT干渉バースト426、および後続のBT干渉バースト428に関する情報を含
み得る(第1のBT干渉バースト424、第2のBT干渉バースト426、および後続のBT干渉バース
ト428を指す矢印は、干渉バーストの開始を指示し得る)。
【００３８】
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　様々な干渉バースト(たとえば、LTE干渉バースト406、408、410、およびBT干渉バース
ト424、426、428)中に、STA114は、AP104から何のWi-Fiデータ送信も受信することを望ま
ない場合があるが、これは、干渉バーストは、STA114がWi-Fiデータ送信を成功裏に受信
する能力に干渉し得るためである。
【００３９】
　したがって、STA114は、第1のメッセージまたはフレーム(たとえば、U-APSD共存モード
1要求内のATSフレーム)をAP104に送り、STA114がLTE干渉バーストをいつ受けることを予
想するかをAP104に通知することによって、干渉バーストをAP104に報告することができる
。一態様では、STA114は、LTEトラフィックストリーム(周期的トラフィックストリーム)
に関連付けられる干渉情報を識別することができる。STA114は、LTE接続に基づいて、LTE
トラフィックストリームの存在を決定することによって、LTEトラフィックストリームに
関連付けられる干渉情報を識別し、LTE接続によって干渉バーストが生成され得る時間を
決定することができる。タイミング情報に基づいて、STA114は、AP104からの送信をスケ
ジュールするために、干渉バーストに関するオフセット値および干渉/持続時間値をAP104
に報告することができる。ある態様では、この干渉情報は、第1のメッセージ内でAP104に
送信され得る。たとえば、STA114は、第1のメッセージをAP104に送信することができ、第
1のメッセージは、干渉情報に関連付けられる第1のストリームID(たとえば、ストリームI
D1)を含むことができ、第1のストリームIDはLTEトラフィックストリームに関連付けられ
得る。干渉情報は、AP104が、たとえば、第1のLTE干渉バースト406を予想することができ
るとき、現在の時間からのオフセットを指示し得る第1のオフセット値(たとえば、1ms)を
含み得る。干渉情報は、AP104が残りのLTE干渉バースト(たとえば、第2のLTE干渉バース
ト408、後続のLTE干渉バースト410)を予想することができる間隔を指示し得る第1の間隔/
持続時間(たとえば、3.75msごと)を含み得る。一構成では、第1のメッセージは、第1のベ
ンダー識別子(たとえば、OUI)、第1のタイプフィールド(たとえば、OUIタイプ)、および
第1のストリームIDに関連付けられる第1の長さを含むことも可能である。
【００４０】
　LTE干渉バーストに加えて、STA114は他の干渉バーストを生み出すこともできる。図4を
参照すると、第1のBT干渉バースト424、第2のBT干渉バースト426、および後続のBT干渉バ
ースト428は、LTE干渉バースト(たとえば、第1のLTE干渉バースト406、第2のLTE干渉バー
スト408、および後続の干渉バースト410)とは異なる時間オフセットおよび異なる時間間
隔において生じ得る。AP104は、干渉が予想されるとき、データをSTA114にいつ送信すべ
きでないかを知らせるために、LTE干渉バースト406、408、410に加えて、BT干渉バースト
424、426、428を知る必要があり得る。そうするために、STA114は、第2のメッセージ(た
とえば、U-APSD共存モード1要求内の第2のATSフレーム)をAP104に送り、STA114がBT干渉
バーストをいつ受けることを予想するかをAP104に通知することによって、BT干渉バース
トをAP104に報告することができる。一態様では、STA114は、BT eSCOトラフィックストリ
ーム(周期的トラフィックストリーム)に関連付けられる干渉情報を識別することができる
。干渉情報は、第2のストリームIDに関連付けられ得、第2のストリームID(たとえば、ス
トリームID2)はBTトラフィックストリームに関連付けられ得る。BTトラフィックストリー
ムに関する第2のストリームIDは、LTEトラフィックストリームに関する第1のストリームI
Dとは異なってよい。干渉情報は、AP104が、たとえば、第1のBT干渉バースト424をいつ予
想することができるかを指示し得る第2のオフセット値(たとえば、3ms)を含み得る。干渉
情報は、AP104が残りのBT干渉バースト(たとえば、第2のBT干渉バースト426、後続のBT干
渉バースト428)を予想することができる間隔を指示し得る間隔/持続時間(たとえば、3.75
msごと)を含み得る。一構成では、第2のメッセージは、第2のベンダー識別子(たとえば、
OUI)、第2のタイプフィールド(たとえば、OUIタイプ)、および第2のストリームIDに関連
付けられる第2の長さを含むことも可能である。BTトラフィックストリームに関連付けら
れる第2のベンダー識別子は、LTEトラフィックストリームに関連付けられる第1のベンダ
ー識別子と同じであってよく、または異なってもよい。第2のタイプフィールドは、LTEト
ラフィックストリームに関連付けられる第1のタイプフィールドと同じであってよく、ま
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たは異なってもよい。BTトラフィックストリームに関する第2のストリームIDに関連付け
られる第2の長さフィールドは、LTEトラフィックストリームに関する第1のストリームID
に関連付けられる第1の長さフィールドとは異なってよい。この例は異なる無線(たとえば
、LTE通信に関する無線およびBT通信に関する無線)からのトラフィックストリームを例示
するが、異なるトラフィックストリームは同じ無線に関連付けられ得(同じBT無線からの
複数のBT接続)、STA114は、同じ無線に関連付けられる複数のストリームに関する複数の
メッセージ(たとえば、ATSフレーム)を送信することができる。さらに、2つのストリーム
(および、ストリームID)だけが図400に例示されているが、追加のストリームおよびスト
リームIDを使用することができる。この例は異なる無線からの干渉を例示するが、これら
の干渉は同じ無線からであってもよい。たとえば、干渉バーストのスケジュールを使用し
て、WLAN無線が他の理由(たとえば、オフチャネル活動)により、データを受信するために
利用可能でない時間期間を表すことができる。たとえば、STAのWLAN無線は、時間多重化
方法で、2つのチャネル、すなわち、P2Pネットワークのための1つのチャネル、およびAP
との通信のためのもう1つのチャネル上で同時に動作することができる。
【００４１】
　AP104は、STA114から第1および第2のメッセージを受信することができる。第1および第
2のメッセージは、干渉情報を含むことができ、オフセット値と間隔/持続時間値とを含み
得る。AP104は、第1および/または第2のメッセージが、ストリームID、ベンダー識別子、
タイプフィールド、またはストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なく
とも1つを含むかどうかを決定することができる。一方で、AP104が第1のメッセージは何
のストリームIDも含まないと決定する場合、AP104は、第1のメッセージおよび第1のメッ
セージ内の干渉情報を予約されたストリームID(たとえば、ストリームID-1)に関連付ける
ことができる。たとえば、AP104は、第1のオフセット値を予約されたストリーム値に関連
付け、第1の間隔/持続時間値を予約されたストリームIDに関連付けることができる。一態
様では、AP104またはSTA114は、1つまたは複数の予約されたストリームID(または、事前
構成されたストリームID)を有してよく、各ストリームIDは、特定の目的(たとえば、STA
に関連付けられるすべてのストリームを削除する、またはデータが利用可能になるとすぐ
に、APがそのデータをSTAに送信することができるように、いくつかのSTAに関する時間期
間の間に干渉スケジューリングを遅延させる)を有してよい。
【００４２】
　別の例では、第1のメッセージが第1のストリームID(たとえば、ストリームID1)と、第1
のベンダー識別子と、第1のタイプフィールドと、第1の長さフィールドとを含む場合、AP
104は、第1のストリームIDに関する干渉情報(たとえば、第1のストリームIDに関連付けら
れる第1のオフセット値および第1の干渉/持続時間値)を登録または記憶することができる
。干渉情報は、第1のストリームIDおよびSTA114に関連付けられ得る。干渉情報は、第1の
メッセージ内に含まれ得る、STA114のMACアドレスに基づいて、STA114に関連付けられ得
る。
【００４３】
　同様に、STA114から第2のメッセージを受信し、第2のメッセージが第2のストリームID
と、第2のベンダー識別子と、第2のタイプフィールドと、第2の長さフィールドとを含む
と決定するとすぐに、AP104は、第2のストリームIDに関する干渉情報(たとえば、第2のス
トリームIDに関連付けられる第2のオフセット値および第2の間隔/持続時間)を登録するこ
とができる。各ストリームIDを適切なまたは対応するSTAに関連付けるために、AP104は、
ストリームIDをそこからメッセージが受信されたSTAのMACアドレスに関連付けることがで
きる。一態様では、異なるSTAが同じストリームIDを用いてメッセージを送信する場合、A
P104は、STAの各々のMACアドレスに基づいてストリームIDを区別することができる。たと
えば、AP104は、第1および第2のストリームIDをSTA114のMACアドレスに関連付けることが
できる。STA116がやはり同じ第1のストリームIDを用いてメッセージをAP104に送信する場
合、AP104は、STA114および116の各々に関連付けられる異なるMACアドレスに基づいて、
ストリームIDを区別することができる。受信されたメッセージに基づいて、AP104は、STA
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の各々に対していつデータを送信するかを決定するために、STA114(および、その他のSTA
)に関連付けられる干渉バーストのスケジュールを生成することができる。
【００４４】
　その後、STA114は第1のトリガメッセージ430(たとえば、U-APSDトリガメッセージ)をAP
104に送信することができる。第1のトリガメッセージ430は、STA114がデータ送信のため
に利用可能であることをAP104に指示し得る。STA114に対する干渉が存在しないとき、STA
114は第1のトリガメッセージ430を送信することができる。第1のトリガメッセージ430の
受信に応じて、AP104は第1のデータ送信432をSTA114に送信することができる。AP104から
STA114への第1のデータ送信432は、第1のメッセージ内で受信された第1のオフセット値お
よび/または第1の干渉/持続時間と、第2のメッセージ内で受信された第2のオフセット値
および/または第2の干渉/持続時間値とに基づき得る。一構成では、AP104は、第1のおよ
び/または第2のオフセット値ならびに第1のおよび/または第2の間隔/持続時間値のうちの
少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定することができる。一態様では、AP104は、
非周期的トラフィックストリームのタイプ(たとえば、BT A2DPまたはBT ACL)を識別する
ことによって、および第1のおよび/または第2のオフセット値ならびに第1のおよび/また
は第2の持続時間値に基づいて決定された将来の干渉バーストと重複しない送信時間窓サ
イズを選択することによって、送信時間窓を決定することができる。図400を参照すると
、第1のトリガメッセージ430を受信するとすぐに、AP104は、STA114が第1のLTE干渉バー
スト406を受けることをAP104が予想するときに終了する送信窓サイズを用いて第1のデー
タ送信432を送信することができる。第1のデータ送信432の送信窓サイズを第1のBT干渉バ
ースト424が予想される時間まで延長することができないが、これは、その場合、第1のデ
ータ送信432は、第1のLTE干渉バースト406からの干渉により、STA114によって成功裏に受
信され得ないためである。同様に、STA114は、第2のトリガメッセージ434をAP104に送信
することができる。第2のトリガメッセージ434を受信するとすぐに、AP104は第2のデータ
送信436をSTA114に送信することができる。第2のデータ送信436に関連付けられる送信時
間窓サイズは、STA114が第2のBT干渉バースト426を受けることをAP104が予想するときに
終了し得る。第2のデータ送信窓436に関連付けられる送信時間窓サイズを第2のLTE干渉バ
ースト408が予想される時間まで延長することができないが、これは、その場合、第2のデ
ータ送信436の送信時間が第2のBT干渉バースト426と重複することになり、STA114は第2の
データ送信436を成功裏に受信することができないためである。すべての干渉バーストの
スケジュールに基づいて、将来の最も近い干渉バーストにおいて、第1のデータ送信432お
よび第2のデータ送信436に関する送信窓を終了することによって、AP104は多方向共存を
用いてSTA114を支援することができる。
【００４５】
　別の構成では、図450を参照すると、STA114は、周期的な干渉バーストと非周期的な干
渉バーストの両方を有する混合接続を有し得る。STA114は、LTE接続(たとえば、LTE TDD
バンド40、2380～2400、構成1)と、Bluetooth（登録商標）アドバンスドオーディオディ
ストリビューションプロファイル(A2DP)接続と、WLAN接続とを含む接続を有し得る。各接
続に関して、STA114は、トラフィックストリームを生成することによってデータを送信す
ることができる。たとえば、LTE接続では、STA114は、ダウンリンクトラフィックスロッ
ト452内でデータを受信し、アップリンクトラフィックスロット454内でデータを送信する
ことができる。アップリンクトラフィックスロット454内でデータを送信することによっ
て、STA114は、他の接続(たとえば、AP104とのWLAN接続)からのデータの成功裏の受信を
妨害する干渉を生成し得る。一態様では、STA114は、アップリンクトラフィックスロット
454内でデータを送信する間に干渉を予想し、アップリンクLTEトラフィックストリームに
関連付けられるLTE干渉情報を識別することができる。LTE干渉情報は、第3のLTE干渉バー
スト456、第4のLTE干渉バースト458、および追加のLTE干渉バースト460に関する情報を含
み得る(第3のLTE干渉バースト456、第4のLTE干渉バースト458、および追加のLTE干渉バー
スト460を指す矢印は、干渉バーストの開始を指示し得る)。この態様では、第3のLTE干渉
バースト456、第4のLTE干渉バースト458、および追加のLTE干渉バースト460は、周期的な
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方法で(たとえば、5msごとに)生じ得る。同様に、Bluetooth（登録商標） A2DP接続の場
合、STA114は、送信スロット470内でデータを送信し、受信スロット472内でデータを受信
することができる。しかしながら、BT eSCO接続およびLTE接続とは異なり、BT A2DP接続
は、非周期的な送信および/または干渉バーストを示し得る。したがって、STA114は定期
的な間隔で干渉バーストを予想することが可能でない場合がある。とはいえ、BT A2DPト
ラフィックストリームとWLANトラフィックストリームとの間の重複の可能性を低減するた
めに、送信窓の持続時間を制限することによって、接続間の共存を管理することができる
。
【００４６】
　図450を参照すると、STA114が様々な干渉バースト(たとえば、LTE干渉バースト456、45
8、460)を予想するとき、STA114は、干渉バーストが開始するときにAP104からWi-Fi送信
を受信することを望まない場合があるが、これは、干渉バーストはWi-Fiデータ送信を成
功裏に受信するためのSTA114の能力に干渉し得るためである。
【００４７】
　したがって、STA114は、第3のメッセージまたはフレーム(たとえば、U-APSD共存モード
1要求内の第3のATSフレーム)をAP104に送り、STA114がLTE干渉バーストをいつ受けること
を予想するかをAP104に通知することによって、干渉バーストをAP104に報告することがで
きる。一態様では、STA114は、LTE接続が存在すると決定し、LTEトラフィックストリーム
の干渉バーストに関連付けられる第3のオフセット値および第3の干渉/持続時間値を決定
することによって、LTEトラフィックストリーム(周期的トラフィックストリーム)に関連
付けられる干渉情報を識別することができる。STA114は、第3のメッセージ内の干渉情報
をAP104に送信することができ、第3のメッセージは、干渉情報に関連付けられる第3のス
トリームID(たとえば、ストリームID3)を含むことができ、第3のストリームIDはLTEトラ
フィックストリームに関連付けられ得る。干渉情報は、AP104が、たとえば、第3のLTE干
渉バースト456をいつ予想することができるかを指示し得る第3のオフセット値(たとえば
、1ms)を含み得る。干渉情報は、AP104が残りのLTE干渉バースト(たとえば、第4のLTE干
渉バースト458、追加のBT干渉バースト460)を予想することができる間隔を指示し得る第3
の間隔/持続時間(たとえば、5ms)を含み得る。一構成では、このメッセージは、第3のベ
ンダー識別子(たとえば、OUI)、第3のタイプフィールド(たとえば、OUIタイプ)、および
第3のストリームIDに関連付けられる第3の長さフィールドを含むことも可能である。
【００４８】
　BT A2DP接続(または、非周期的な干渉バーストとの任意の他の接続)に関して、STA114
は、第4のメッセージまたはフレーム(たとえば、U-APSD共存モード2要求内の第4のATSフ
レーム)をAP104に送ることができる。一態様では、STA114は、BT A2DPトラフィックスト
リーム(非周期的トラフィックストリーム)に関連付けられる干渉情報を識別することがで
きる。STA114は、第4のメッセージをAP104に送信することができ、第4のメッセージは、
干渉情報に関連付けられる第4のストリームID(たとえば、ストリームID4)を含むことがで
き、第4のストリームIDはBT A2DPトラフィックストリームに関連付けられ得る。干渉情報
は、トラフィックストリームが非周期的であること(たとえば、モード2)をAP104に指示し
得る0に等しくてよい第4のオフセット値を含み得る。干渉情報は、AP104が、任意の周期
的な干渉バーストを条件として、データをSTA114に送信することができる時間持続時間を
指示する第4の間隔/持続時間値(たとえば、2.5ms)を含み得る。一態様では、時間持続時
間は固定長にわたってよい。一構成では、このメッセージは、第4のベンダー識別子(たと
えば、OUI)と、第4のタイプフィールド(たとえば、OUIタイプ)と、第4のストリームIDに
関連付けられる第4の長さフィールとを含むことも可能である。第4のベンダー識別子また
は第4のタイプフィールドは、第3のメッセージ内の第3のベンダー識別子および/または第
3のタイプフィールドと同じであってよく、または異なってもよい。
【００４９】
　AP104は、STA114から第3および第4のメッセージを受信することができる。第3および第
4のメッセージは、干渉情報を含むことができ、それぞれのオフセット値と間隔/持続時間
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値とを含み得る。この例では、第3のメッセージは、第3のストリームIDと、第3のベンダ
ー識別子と、第3のタイプフィールドと、第3の長さフィールドとを含み得る。AP104は、
第3のストリームIDに関する干渉情報(たとえば、第3のストリームIDに関連付けられる第3
のオフセット値および第3の間隔/持続時間)を登録または記憶することができる。干渉情
報は、第3のストリームIDとSTA114とに関連付けられ得る。干渉情報は、STA114のMACアド
レスに基づいて、STA114に関連付けられ得る。同様に、STA114から第4のメッセージを受
信し、第4のメッセージが第4のストリームID、第4のベンダー識別子、第4のタイプフィー
ルド、および/または第4の長さフィールドを含むと決定するとすぐに、AP104は、第4のス
トリームIDに関する干渉情報(たとえば、第4のストリームIDに関連付けられる第4のオフ
セット値および第4の間隔/持続時間値)を登録することができる。一態様では、AP104は、
第3および第4のストリームIDをSTA114のMACアドレスに関連付けることができる。
【００５０】
　その後、STA114は第3のトリガメッセージ480(たとえば、U-APSDトリガメッセージ)をAP
104に送信することができる。第3のトリガメッセージ480は、STA114がデータ送信のため
に利用可能であることをAP104に指示し得る。AP104は、第3のトリガメッセージ480の受信
に応じて、第3のデータ送信482をSTA114に送信することができる。しかしながら、AP104
からSTA114への第3のデータ送信482は、第3のメッセージ内で受信された第3のオフセット
値および/もしくは第3の間隔/持続時間、ならびに/または第4のメッセージ内で受信され
た第4のオフセット値および/もしくは第4の間隔/持続時間値に基づき得る。一構成では、
AP104は、第3のおよび/または第4のオフセット値ならびに第3のおよび/または第4の間隔/
持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定することができる。一
態様では、AP104は、第3のおよび/または第4のオフセット値ならびに第3のおよび/または
第4の間隔/持続時間値に基づいて決定された将来の干渉と重複しない送信時間窓サイズを
選択することによって、送信時間窓を決定することができる。図450を参照すると、第3の
トリガメッセージ480を受信するとすぐに、AP104は、STA114が第3のLTE干渉バースト456
を受けることをAP104が予想するときに終了する送信窓サイズを用いて第3のデータ送信48
2を送信することができる。送信窓サイズは、第4のメッセージ内の間隔/持続時間値に基
づいて2.5msに設定可能であるが、送信窓サイズは、第3のLTE干渉バースト456と重複しな
いようにより短縮され得る。
【００５１】
　別の態様では、STA114は、第4のトリガメッセージ484をAP104に送信することができる
。第4のトリガメッセージ484を受信するとすぐに、AP104は第4のデータ送信486をSTA114
に送信することができる。第4のデータ送信486に関連付けられる送信時間窓サイズは、第
4のメッセージ内で受信された第4の間隔/持続時間値に基づいて、最大2.5msに達し得る。
この態様では、送信窓サイズは最大持続時間に達することが可能であったが、これは最大
持続時間が何の干渉バーストにも重複しなかったためである。一態様では、STA114からの
各トリガメッセージ(たとえば、第3のトリガメッセージ480および第4のトリガメッセージ
484)は、シグナリング(たとえば、U-APSDシグナリング)を通してAP104とSTA114との間で
折衝された(たとえば、2.5msなど、間隔/持続時間値の時間持続時間に等しい)固定サイズ
を有するWLANダウンリンク窓を定義し得る。
【００５２】
　別の構成では、トラフィックストリームに関連付けられる干渉バーストが変化するとき
、STA114は更新された干渉情報とともに更新(または、保守)メッセージをAP104に送信す
ることができる。更新メッセージは、第1のメッセージが、第1のストリームIDと、第1の
オフセット値と、第1の間隔/持続時間値とを含んでいた、STA114からAP104への第1のメッ
セージ(または、AP104がSTA114から前に受信した任意の他の共存要求メッセージ)に関連
付けられ得る。更新メッセージは、第1のメッセージ内と同じストリームID(または、更新
メッセージが関連付けられる別のメッセージのストリームID)を含み得る。更新メッセー
ジは、更新されたオフセット値および/または更新された間隔/持続時間値を含むことも可
能である。AP104は、STA114から更新メッセージを受信し、更新メッセージが第1のメッセ
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ージ内のストリームIDと同一のストリームIDを含むため、その更新メッセージがSTA114か
ら受信された第1のメッセージに関連付けられると決定することができる。AP104は、更新
メッセージ内の更新されたオフセット値および/または更新された間隔/持続時間値に基づ
いて、初期メッセージ内のストリームIDに関連付けられるオフセット値および/または間
隔/持続時間値を更新することができる。
【００５３】
　別の構成では、トラフィックストリームが存在しなくなるとき、STA114は、更新(また
は、保守)メッセージ(たとえば、削除アクション、およびオプションで、ストリームIDを
指示するオプションの部分要素を有する削除トラフィックストリームフレームまたは追加
トラフィックストリームフレーム)をAP104に送信することができる。更新メッセージは、
たとえば、第1のメッセージが第1のストリームIDと、第1のオフセット値と、第1の間隔/
持続時間値を含んでいた、STA114からAP104への第1のメッセージに関連付けられ得る。更
新メッセージは第1のメッセージと同じストリームIDを含み得る。更新メッセージは、第1
のメッセージ内の第1のストリームIDに関連付けられる干渉情報(たとえば、オフセット値
および/または間隔/持続時間値)が削除されるように命令または指示することもできる。
別の態様では、STA114はストリームIDに関して予約された値を利用することができ、予約
された値は、STA114に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであること
を指示し得る。これは、STA114が、各ストリームIDを削除するために、別個のメッセージ
を送信しなければならないのではなく、すべての非アクティブなストリームIDが削除され
ることを効率的に要求することを可能にする。AP104は、STA114から更新メッセージを受
信することができ、更新メッセージは、STA114から受信された第1のメッセージ(または、
STA114から受信された任意の他のメッセージ)に関連付けられ得る。更新メッセージは、
第1のメッセージ内のストリームIDと同一のストリームIDを含み得る。一態様では、AP104
は、そのストリームIDに関連付けられるオフセット値および/または間隔/持続時間値を削
除することができる。別の態様では、ストリームIDが、すべてのストリームIDが削除され
るべきであることを指示する予約されたストリームIDである場合、AP104はSTA114に関連
付けられるすべてのストリームIDを削除することができる。
【００５４】
　別の構成では、STA114は、複数の非周期的干渉源(たとえば、ベストエフォートトラフ
ィックのためのA2DPおよび非同期コネクションレス(ACL:asynchronous connection-less)
接続)を有し得る。この構成では、STA114は、たとえば、A2DPトラフィックストリームとA
CLトラフィックストリームとを識別し、両方のデータフローに好適な時間窓持続時間値を
決定することができる。STA114は、どのアプリケーションがSTA114上でアクティブかを決
定し、それらのアクティブなアプリケーションに関連付けられる、必要とされる接続を決
定することによって、2つの非周期的トラフィックストリームを識別することができる。A
2DPトラフィックストリームおよびACLトラフィックストリームを識別した後で、たとえば
、STA114は、A2DPに好適な時間窓持続時間値と、ACLに好適な時間窓持続時間値とを決定
することができる。次に、STA114は、2つの持続時間値に基づいて、最小(または、最大も
しくは平均)値を選択することができる。3つ以上の非周期的トラフィックストリームが存
在する場合、同様の選択方法を使用することができる。選択された持続時間値は、メッセ
ージ内でAP104に(たとえば、ATSフレーム内で)送られてよい。非周期的トラフィックに関
するメッセージは、共通のストリームIDを有し得る。すなわち、APが2つの非周期的トラ
フィックストリームを有する場合、両方のストリームは単一のストリームIDを共有するこ
と(および、そのストリームIDに関連付けられること)が可能である(これは、3つ以上の非
周期的トラフィックストリームが存在する場合であり得る)。一態様では、STA114は(スト
リームID0など)ストリームIDに関して予約された値を利用することができ、予約された値
は、メッセージおよびストリームIDが1つまたは複数の非周期的トラフィック/干渉バース
トに関連付けられることを指示する。
【００５５】
　別の構成では、STA114は、ストリームIDを伴うメッセージをAP104に送る前に、AP104が
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ストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決定することができる。こ
の構成では、STA114は、AP104からビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを
受信することができる。ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、AP104が
ストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する情報(たとえば、
ビットインジケータ、0=ストリームIDは有効化されない、1=ストリームIDは有効化される
)を含み得る。STA114は、受信したビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージ内
の情報に基づいて、AP104がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうか
を決定することができる。
【００５６】
　別の構成では、STA114は、STA114が(たとえば、モード1および/またはモード2に関する
)干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示す
るための情報をAP104に通信することができる。たとえば、STA114は関連付けメッセージ
をAP104に送信することができる。関連付けメッセージは、STA114が、トラフィックスト
リームに関連付けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能で
あるかどうかを指示し得る。
【００５７】
　さらに別の構成では、STA114が干渉バーストを予想している場合があるときですら、ST
A114はAP104から高優先度データ送信を受信することを望む場合がある。この構成では、S
TA114がAP104から高優先度データ送信を予想するとき、STA114は、STA114に対する干渉が
存在する時間期間中にトリガメッセージをAP104に送信することができる。
【００５８】
　図5は、図1のワイヤレス通信システム100内で通信するためのAP支援多方向共存を実行
し得るワイヤレスデバイス502の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス502
は、本明細書で説明する種々の方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である
。たとえば、ワイヤレスデバイス502は、STA112、114、116、および118のうちの1つを含
むことができる。
【００５９】
　ワイヤレスデバイス502は、ワイヤレスデバイス502の動作を制御するプロセッサ504を
含み得る。プロセッサ504は、中央処理装置(CPU)と呼ばれることもある。読取り専用メモ
リ(ROM)とランダムアクセスメモリ(RAM)の両方を含み得るメモリ506は、命令とデータと
をプロセッサ504に提供することができる。メモリ506の一部はまた、不揮発性ランダムア
クセスメモリ(NVRAM)を含む場合もある。プロセッサ504は、通常、メモリ506内に記憶さ
れたプログラム命令に基づいて論理演算と算術演算とを実行する。メモリ506内の命令は
、本明細書で説明する方法を実装するように(たとえば、プロセッサ504によって)実行可
能であってもよい。
【００６０】
　プロセッサ504は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装される処理システムを含み
得るか、またはその構成要素であり得る。1つまたは複数のプロセッサは、汎用マイクロ
プロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル論理デバイス(PLD)、コントローラ、状態
機械、ゲート論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、ま
たは、情報の計算または他の操作を実行することができる任意の他の好適なエンティティ
の任意の組合せを用いて実装することができる。
【００６１】
　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含むことができる
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語、またはその他と称されようと、任意のタイプの命令を意味するもの
と広義に解釈されるべきである。命令は、(たとえば、ソースコードフォーマット、バイ
ナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または、任意の他の好適なコー
ドのフォーマットにおける)コードを含むことができる。命令は、1つまたは複数のプロセ
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ッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能を処理システムに実行させ
る。
【００６２】
　ワイヤレスデバイス502は、ハウジング508を含むことも可能であり、ワイヤレスデバイ
ス502は、ワイヤレスデバイス502と遠隔デバイスとの間のデータの送信および受信を可能
にするために送信機510および/または受信機512を含み得る。送信機510および受信機512
は、組み合わされてトランシーバ514になることもある。アンテナ516は、ハウジング508
に取り付けられ、トランシーバ514に電気的に結合されてもよい。ワイヤレスデバイス502
は、多数の送信機、多数の受信機、多数のトランシーバ、および/または多数のアンテナ
も含み得る。
【００６３】
　ワイヤレスデバイス502は、トランシーバ514または受信機512によって受信された信号
のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器518も含み得る。信号検
出器518は、そのような信号を、総エネルギー、シンボル当たりのサブキャリア当たりの
エネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出してもよい。ワイヤレスデ
バイス502は、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ(DSP)520を含
むこともできる。DSP520は、送信のためのパケットを生成するように構成され得る。いく
つかの態様では、パケットはPPDUを含み得る。
【００６４】
　ワイヤレスデバイス502はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェース522を
含むことができる。ユーザインターフェース522は、キーパッド、マイクロフォン、スピ
ーカ、および/またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース522は、ワイヤレ
スデバイス502のユーザに情報を伝える、および/またはユーザからの入力を受信する任意
の要素または構成要素を含むことができる。
【００６５】
　ワイヤレスデバイス502がSTA(たとえば、STA114)として実装されるとき、ワイヤレスデ
バイス502は多方向共存構成要素524も備え得る。多方向共存構成要素524は、少なくとも1
つのトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報(たとえば、干渉情報528)を識別
するように構成され得る。多方向共存構成要素524は、メッセージをアクセスポイントに
送信するように構成可能であり、メッセージは、干渉情報に関連付けられるとともに少な
くとも1つのトラフィックストリームに関連付けられるストリームID(たとえば、ストリー
ムID534)を含み得る。このメッセージは干渉情報を含むことができ、干渉情報はオフセッ
ト値と間隔/持続時間値とを含み得る。一態様では、このメッセージは、ベンダー識別子
、タイプフィールド、およびストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少な
くとも1つをさらに含み得る。別の構成では、多方向共存構成要素524は、更新メッセージ
をアクセスポイントに送信するように構成可能であり、更新メッセージはメッセージに関
連付けられ得る。更新メッセージは、メッセージ内のストリームIDと、第2のオフセット
値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとを含み得る。第2のオフセット値
または第2の間隔/持続時間値は、少なくとも1つのトラフィックストリームに関する更新
された干渉情報に関連付けられてよい。別の構成では、多方向共存構成要素524は、更新
メッセージをアクセスポイントに送信するように構成可能であり、更新メッセージはメッ
セージに関連付けられ得る。更新メッセージは、メッセージ内のストリームIDを含むこと
ができ、ストリームIDに関連付けられる干渉情報が削除されるべきであることを指示し得
る。別の構成では、多方向共存構成要素524は、少なくとも2つの非周期的トラフィックス
トリームを識別し、これらの少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づい
て間隔/持続時間値を決定するように構成され得る。メッセージ内で送信されるストリー
ムIDはこれらの少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられてよい
。一態様では、ストリームIDは予約された値を有してよく、予約された値は、メッセージ
が非周期的トラフィックに関連付けられることを指示し得る。別の態様では、ストリーム
IDは予約された値を有してよく、予約された値は、その局に関連付けられるすべてのスト
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リームIDが削除されるべきであることを指示し得る。別の構成では、多方向共存構成要素
524は、アクセスポイントからビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを受信
するように構成可能であり、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、その
アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示す
る情報を含み得る。この構成では、多方向共存構成要素524は、ビーコンメッセージまた
はプローブ応答メッセージ内の情報に基づいて(たとえば、AP能力ビット532に基づいて)
、アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決定
するように構成され得る。別の構成では、多方向共存構成要素524は、関連付けメッセー
ジをアクセスポイントに送信するように構成可能であり、関連付けメッセージは、局が(
たとえば、STA能力ビット530に基づいて)トラフィックストリームに関連付けられる干渉
情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る。
別の構成では、多方向共存構成要素524は、トリガメッセージをアクセスポイントに送信
するように構成可能であり、トリガメッセージは、その局に対する干渉が存在しない時間
期間中に送信され得る。
【００６６】
　ワイヤレスデバイス502の様々な構成要素は、バスシステム526によって一緒に結合され
得る。バスシステム526は、たとえば、データバス、ならびにデータバスに加えて電力バ
ス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むことができる。ワイヤレスデバイス
502の構成要素は、一緒に結合可能であるか、またはいくつかの他の機構を使用して入力
を受け入れること、もしくは互いに入力を提供することが可能である。
【００６７】
　いくつかの別個の構成要素が図5に示されているが、構成要素のうち1つまたは複数は、
組み合わされるか、または共通して実装され得る。たとえば、プロセッサ504は、プロセ
ッサ504に関して上記で説明した機能を実装するためだけでなく、信号検出器518、DSP520
、ユーザインターフェース522、および/または多方向共存構成要素524に関して上記で説
明した機能を実装するためにも使用される場合がある。さらに、図5に示す構成要素の各
々は、複数の別個の要素を使用して実装される場合がある。
【００６８】
　図6は、多方向共存を実行する例示的な方法600を示すフローチャートである。方法600
は、装置(たとえば、STA114またはワイヤレスデバイス502)を使用して実行され得る。方
法600は、図5のワイヤレスデバイス502の要素に関して下で説明されるが、本明細書で説
明するステップのうちの1つまたは複数を実装するために、他の構成要素を使用すること
が可能である。一態様では、破線を用いて示すブロックはオプションの動作を表し得る。
【００６９】
　ブロック605において、装置は、アクセスポイントからビーコンメッセージまたはプロ
ーブ応答メッセージを受信することができる。ビーコンメッセージまたはプローブ応答メ
ッセージは、アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかど
うかを指示する情報を含み得る。たとえば、装置はSTA114に対応することができ、STA114
はAP104からビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを受信することができる
。ビーコンメッセージは、AP104がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるか
どうかを指示する情報を含み得る。
【００７０】
　ブロック610において、装置は、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージ内
の情報に基づいて、アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であ
るかどうかを決定することができる。たとえば、AP104から受信されたビーコンメッセー
ジは、AP104がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する情
報を含み得る。この情報はビット値であってよい。ビーコンメッセージ内に含まれた情報
に基づいて、STA114は、AP104がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかど
うかを決定することができる。この例では、ビット値が1に設定される場合、AP104は干渉
情報処理が可能であり、ビット値が0に設定される場合、AP104は干渉情報処理が可能でな
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い。
【００７１】
　ブロック615において、装置は関連付けメッセージをアクセスポイントに送信すること
ができる。関連付けメッセージは、その局がトラフィックストリームに関連付けられる干
渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る
。たとえば、STA114は関連付けメッセージをAP104に送信することができる。関連付けメ
ッセージは、STA114がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するため
にストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る(たとえば、LTE、BTな
ど)。
【００７２】
　ブロック620において、装置は、少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けら
れる干渉情報を識別することができる。たとえば、STA114はLTE接続を有し得る。STA114
は、LTE接続に関して、STA114が様々なタイムスロットまたはトラフィックスロットを送
信するようにスケジュールされていると決定することによって、干渉情報を識別すること
ができる。STA114は、第1の干渉バーストが予想されるときに関連付けられるオフセット
値(たとえば、TSFオフセット値)、すなわち、後続の干渉バーストが予想され得る間隔を
決定することができる。
【００７３】
　ブロック625において、装置は少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別
することができる。たとえば、STA114は、現在の接続のセットを決定し、現在の接続のセ
ット内のどの接続が非周期的トラフィックを送信するかを決定することによって、少なく
とも2つの非周期的トラフィックストリームを識別することができる。たとえば、STA114
は、その両方が非周期的トラフィックストリームと非周期的BTインターフェースバースト
とを有する、BT A2DP接続およびBT ACL接続を決定することができる。
【００７４】
　ブロック630において、装置は、これらの少なくとも2つの非周期的トラフィックストリ
ームに基づいて間隔/持続時間値を決定することができる。たとえば、STA114は、BT A2DP
接続とBT ACL接続とに基づいて間隔/持続時間値を決定することができる。STA114は、BT 
A2DP接続が2.5msの間隔/持続時間値を有すると決定することができ、STA114は、BT ACL接
続が5msの間隔/持続時間値を有すると決定することができる。持続時間値の各々は、STA1
14がAP104から送信を受信するために利用可能である時間持続時間を表し得る。STA114は
、両方の接続を表すために、最小間隔/持続時間値、すなわち、2.5msを選ぶことができる
。
【００７５】
　ブロック635において、装置はメッセージをアクセスポイントに送信することができる
。このメッセージは、干渉情報に関連付けられるとともに少なくとも1つのトラフィック
ストリームに関連付けられるストリームIDを含み、このメッセージは干渉情報を含み得る
。干渉情報は、オフセット値と間隔/持続時間値とを含み得る。一態様では、オフセット
値は、次の干渉バースト/干渉窓(たとえば、現在の時間からのオフセット)がいつ生じ得
るかを指示し得る。別の態様では、ストリームIDは少なくとも2つの非周期的トラフィッ
クストリームに関連付けられてよい。一例では、図4を参照すると、STA114は第1のメッセ
ージをAP104に送信することができる。第1のメッセージは、LTEトラフィックストリーム
に関連付けられるストリームID1を含むことができ、ストリームID1は干渉情報に関連付け
られ得る。干渉情報は、オフセット値1msと、間隔/持続時間値5msとを含み得る。別の例
では、図4を参照すると、STA114は第4のメッセージをAP104に送信することができる。第4
のメッセージは、BT A2DPトラフィックストリームに関連付けられるストリームID0を含む
ことができ、ストリームID0は干渉情報に関連付けられ得る。干渉情報は、0のオフセット
値と、5msの間隔/持続時間値とを含み得る。さらに別の例では、STA114は第4のメッセー
ジをAP104に送信することができる。第4のメッセージは、BT A2DPトラフィックストリー
ムおよびBT ACLトラフィックストリームに関連付けられるストリームID0を含むことがで
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き、ストリームID0は、BT A2DPトラフィックストリームおよびBT ACLトラフィックストリ
ームの両方に関連付けられる干渉情報に関連付けられ得る。干渉情報は、BT A2DPトラフ
ィックストリームに関する2.5msの間隔/持続時間値とBT ACLトラフィックストリームに関
する5msの間隔/持続時間値との間の最小値を選択することによって、0のオフセット値と2
.5msの間隔/持続時間値2とを含み得る。
【００７６】
　ブロック640において、装置は更新メッセージをアクセスポイントに送信することがで
きる。更新メッセージはメッセージに関連付けられ得る。更新メッセージは、メッセージ
内のストリームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくと
も1つとを含むことができ、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値は、少なくと
も1つのトラフィックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられ得る。たと
えば、図4の図400を参照すると、STA114は、異なるLTEリソースを有する(または、異なる
LTEリソースが割り当てられる)場合があり、それによって、LTE干渉バースト内に変化を
もたらす。新しい干渉バーストをAP104に報告するために、STA114は更新メッセージをAP1
04に送信することができる。更新メッセージは、AP104に対する第1のメッセージに関連付
けられ得る。更新メッセージは、第1のメッセージと同じストリームID1と、2msの更新さ
れたオフセット値と、3msの更新された間隔/持続時間値とを含み得る。更新されたオフセ
ットおよび間隔/持続時間値は、LTEトラフィックストリームに関する更新された干渉バー
スト情報に関連付けられ得る。
【００７７】
　ブロック645において、装置はトリガメッセージをアクセスポイントに送信することが
できる。トリガメッセージは、その装置に対する干渉が存在しない時間期間中に送信され
得る。たとえば、図4の図400を参照すると、STA114は、アップリンクトラフィックスロッ
ト404と重複しない時間期間中に第2のトリガメッセージ434を送信することができる。
【００７８】
　ブロック650において、装置は更新メッセージをアクセスポイントに送信することがで
きる。更新メッセージはメッセージに関連付けられ得る。更新メッセージは、メッセージ
内のストリームIDを含むことができ、ストリームIDに関連付けられる干渉情報が削除され
るべきであることを指示し得る。たとえば、図4を参照すると、STA114は更新メッセージ
をAP104に送信することができる。更新メッセージは第1のメッセージに関連付けられ得る
。更新メッセージは、第1のメッセージ内のストリームID1を含むことができ、ストリーム
ID1に関連付けられる干渉情報(たとえば、オフセット値および/または間隔/持続時間値)
がAP104によって削除されるべきであることを指示し得る。
【００７９】
　図7は、多方向共存を実行する例示的なワイヤレス通信デバイス700の機能ブロック図で
ある。ワイヤレス通信デバイス700は、受信機705と、処理システム710と、送信機715とを
含み得る。処理システム710は、多方向共存構成要素724および/または能力構成要素730を
含み得る。処理システム710および/または多方向共存構成要素724は、少なくとも1つのト
ラフィックストリームに関連付けられる干渉情報(たとえば、干渉情報728)を識別するよ
うに構成され得る。処理システム710、多方向共存構成要素724、および/または送信機715
は、メッセージをアクセスポイントに送信するように構成され得る。このメッセージは、
干渉情報に関連付けられるとともに少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付け
られるストリームID(たとえば、ストリームID726)を含み得る。このメッセージは干渉情
報を含むことができ、干渉情報はオフセット値と間隔/持続時間値とを含み得る。一態様
では、このメッセージは、ベンダーID、タイプフィールド、およびストリームIDに関連付
けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つをさらに含み得る。一構成では、処理シ
ステム710、多方向共存構成要素724、および/または送信機715は、更新メッセージをアク
セスポイントに送信するように構成され得る。更新メッセージはメッセージに関連付けら
れてよく、更新メッセージは、メッセージ内のストリームIDと、第2のオフセット値また
は第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとを含み得る。第2のオフセット値または
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第2の間隔/持続時間値は、少なくとも1つのトラフィックストリームに関する更新された
干渉情報に関連付けられてよい。別の構成では、処理システム710、多方向共存構成要素7
24、および/または送信機715は、更新メッセージをアクセスポイントに送信するように構
成され得る。更新メッセージはメッセージに関連付けられてよく、更新メッセージは、メ
ッセージ内のストリームIDを含むことができ、ストリームIDに関連付けられる干渉情報が
削除されるべきであることを指示する。別の構成では、処理システム710および/または多
方向共存構成要素724は、少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別するよ
うに構成され得る。処理システム710および/または多方向共存構成要素724は、これらの
少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて間隔/持続時間値を決定する
ように構成され得る。メッセージ内で送信されるストリームIDはこれらの少なくとも2つ
の非周期的トラフィックストリームに関連付けられてよい。一態様では、ストリームIDは
予約された値を有してよく、予約された値は、メッセージが非周期的トラフィックに関連
付けられることを指示し得る。別の態様では、ストリームIDは予約された値を有してよく
、予約された値は、ワイヤレス通信デバイス700に関連付けられるすべてのストリームID
が削除されるべきであることを指示し得る。別の構成では、処理システム710、多方向共
存構成要素724、能力構成要素730、および/または受信機705は、ビーコンメッセージまた
はプローブ応答メッセージをアクセスポイントから受信するように構成され得る。ビーコ
ンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、アクセスポイントがストリームIDを使用
した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する情報を含み得る(たとえば、AP能力ビ
ット732)。処理システム710、能力構成要素730、および/または多方向共存構成要素724は
、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージ内の情報に基づいて、アクセスポイ
ントがストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決定するように構成
され得る。別の構成では、処理システム710、多方向共存構成要素724、能力構成要素730
、および/または送信機715は、関連付けメッセージをアクセスポイントに送信するように
構成され得る。関連付けメッセージは、ワイヤレス通信デバイス700がトラフィックスト
リームに関連付けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能で
あるかどうかを指示し得る(たとえば、STA能力ビット734)。別の構成では、処理システム
710、多方向共存構成要素724、および/または送信機715は、トリガメッセージをアクセス
ポイントに送信するように構成可能であり、トリガメッセージは、ワイヤレス通信デバイ
ス700に対する干渉が存在しない時間期間中に送信され得る。
【００８０】
　受信機705、処理システム710、多方向共存構成要素724、および/または送信機715は、
図6のブロック605、610、615、620、625、630、635、640、645、および650に関して上記
で論じた1つまたは複数の機能を実行するように構成され得る。受信機705は、受信機512
に対応し得る。処理システム710は、プロセッサ504に対応し得る。送信機715は、送信機5
10に対応し得る。多方向共存構成要素724は、多方向共存構成要素126および/または多方
向共存構成要素524に対応し得る。
【００８１】
　一構成では、ワイヤレス通信デバイス700は、少なくとも1つのトラフィックストリーム
に関連付けられる干渉情報を識別するための手段を含み得る。ワイヤレス通信デバイス70
0は、メッセージをアクセスポイントに送信するための手段を含むことができ、メッセー
ジは、干渉情報に関連付けられるとともに少なくとも1つのトラフィックストリームに関
連付けられるストリームIDを含み得る。このメッセージは干渉情報を含むことができ、干
渉情報はオフセット値と間隔/持続時間値とを含み得る。一態様では、このメッセージは
、ベンダーID、タイプフィールド、およびストリームIDに関連付けられる長さフィールド
のうちの少なくとも1つをさらに含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス700は
、更新メッセージをアクセスポイントに送信するための手段を含むことができ、更新メッ
セージはメッセージに関連付けられ得る。更新メッセージは、メッセージ内のストリーム
IDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとを含むこ
とができ、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値は、少なくとも1つのトラフィ
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ックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられ得る。別の構成では、ワイヤ
レス通信デバイス700は、更新メッセージをアクセスポイントに送信するための手段を含
むことができ、更新メッセージはメッセージに関連付けられ得る。更新メッセージは、メ
ッセージ内のストリームIDを含むことができ、ストリームIDに関連付けられる干渉情報が
削除されるべきであることを指示し得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス700は
、少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別するための手段と、これらの
少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて間隔/持続時間値を決定する
ための手段とを含み得る。メッセージ内で送信されるストリームIDはこれらの少なくとも
2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられてよい。別の態様では、ストリー
ムIDは予約された値を有してよく、予約された値は、メッセージが非周期的トラフィック
に関連付けられることを指示し得る。別の態様では、ストリームIDは予約された値を有し
てよく、予約された値は、その局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべ
きであることを指示し得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス700は、アクセスポ
イントからビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを受信するための手段を含
み得る。ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、アクセスポイントがスト
リームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示する情報を含み得る。この
構成では、ワイヤレス通信デバイス700は、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッ
セージ内の情報に基づいて、アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処理が
可能であるかどうかを決定するための手段を含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デ
バイス700は、関連付けメッセージをアクセスポイントに送信するための手段を含むこと
ができ、関連付けメッセージは、局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報
を報告するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る。別の
構成では、ワイヤレス通信デバイス700は、トリガメッセージをアクセスポイントに送信
するための手段を含むことができ、トリガメッセージは、その局に対する干渉が存在しな
い時間期間中に送信され得る。
【００８２】
　たとえば、干渉情報を識別するための手段は、処理システム710および/または多方向共
存構成要素724を含み得る。送信するための手段は、処理システム710、多方向共存構成要
素724、および/または送信機715を含み得る。少なくとも2つの非周期的トラフィックスト
リームを識別するための手段は、処理システム710および/または多方向共存構成要素724
を含み得る。間隔/持続時間値を決定するための手段は、処理システム710および/または
多方向共存構成要素724を含み得る。受信するための手段は、処理システム710、多方向共
存構成要素724、および/または受信機705を含み得る。アクセスポイントがストリームID
を使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを決定するための手段は、処理システム71
0、能力構成要素730、および/または多方向共存構成要素724を含み得る。
【００８３】
　図8は、図1のワイヤレス通信システム100内の多方向共存をサポートするワイヤレスデ
バイス802の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス802は、本明細書で説明
する種々の方法を実装するように構成することができるデバイスの例である。たとえば、
ワイヤレスデバイス802はAP104を備え得る。
【００８４】
　ワイヤレスデバイス802は、ワイヤレスデバイス802の動作を制御するプロセッサ804を
含み得る。プロセッサ804はCPUと呼ばれることもある。ROMとRAMの両方を含み得るメモリ
806は、命令とデータとをプロセッサ804に提供することができる。メモリ806の一部はま
た、NVRAMを含む場合もある。プロセッサ804は、典型的には、メモリ806内に記憶された
プログラム命令に基づいて論理演算および算術演算を実行する。メモリ806内の命令は、
本明細書で説明する方法を実装するように(たとえば、プロセッサ804によって)実行可能
であってもよい。
【００８５】
　プロセッサ804は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装される処理システムを含み
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得るか、またはその構成要素であり得る。1つまたは複数のプロセッサは、汎用マイクロ
プロセッサ、マイクロコントローラ、DSP、PGA、PLD、コントローラ、状態機械、ゲート
論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェア有限状態機械、または、情報の
計算または他の操作を実行することができる任意の他の好適なエンティティの任意の組合
せを用いて実装され得る。
【００８６】
　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含むことができる
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語、またはその他と称されようと、任意のタイプの命令を意味するもの
と広義に解釈されるべきである。命令は、(たとえば、ソースコードフォーマット、バイ
ナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または、任意の他の好適なコー
ドのフォーマットにおける)コードを含むことができる。命令は、1つまたは複数のプロセ
ッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能を処理システムに実行させ
る。
【００８７】
　ワイヤレスデバイス802は、ハウジング808を含むことも可能であり、ワイヤレスデバイ
ス802は、ワイヤレスデバイス802と遠隔デバイスとの間のデータの送受信を可能にするた
めに送信機810および/または受信機812を含み得る。送信機810および受信機812は、組み
合わされてトランシーバ814になることもある。アンテナ816は、ハウジング808に取り付
けられ、トランシーバ814に電気的に結合されてもよい。ワイヤレスデバイス802は、多数
の送信機、多数の受信機、多数のトランシーバ、および/または多数のアンテナも含み得
る。
【００８８】
　ワイヤレスデバイス802は、トランシーバ814または受信機812によって受信された信号
のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器818も含み得る。信号検
出器818は、そのような信号を、総エネルギー、シンボル当たりのサブキャリア当たりの
エネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出してもよい。ワイヤレスデ
バイス802は、信号を処理する際に使用するためのDSP820を含むこともできる。DSP820は
、送信のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、パケット
はPPDUを含み得る。
【００８９】
　ワイヤレスデバイス802はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェース822を
備え得る。ユーザインターフェース822は、キーパッド、マイクロフォン、スピーカ、お
よび/またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース822は、ワイヤレスデバイ
ス802のユーザに情報を伝える、および/または、ユーザからの入力を受信する任意の要素
または構成要素を含むことができる。
【００９０】
　ワイヤレスデバイス802がAP(たとえば、AP104)として実装されるとき、ワイヤレスデバ
イス802は干渉構成要素824も備え得る。干渉構成要素824は、局から少なくとも1つのメッ
セージ(たとえば、メッセージ832)を受信するように構成され得る。少なくとも1つのメッ
セージは、オフセット値と間隔/持続時間値とを含む干渉情報(たとえば、干渉情報830)を
含み得る。干渉構成要素824は、少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダー
ID、タイプフィールド、またはストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少
なくとも1つを含むかどうかを決定するように構成され得る。干渉構成要素824は、局から
トリガメッセージを受信するように構成され得る。干渉構成要素824は、受信された少な
くとも1つのメッセージの各々の中のオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なく
とも1つに基づいて、データを局に送信するように構成され得る。一態様では、干渉構成
要素824は、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセット値または間隔
/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて送信時間窓を決定することによって、デー
タを局に送信するように構成され得る。干渉構成要素824は、受信された少なくとも1つの
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メッセージの各々の中のオフセット値または間隔/持続時間値に基づいて決定された将来
の干渉と重複しない送信時間窓サイズを選択することによって、送信時間窓を決定するこ
とができる。干渉構成要素824は、局から更新メッセージ(たとえば、更新メッセージ828)
を受信するように構成され得る。更新メッセージは、局から受信された少なくとも1つの
メッセージに関連付けられてよく、更新メッセージは、受信された少なくとも1つのメッ
セージ内のストリームIDと同一の第2のストリームIDを含むことができ、更新されたオフ
セット値または更新された間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを含み得る。干渉構成
要素824は、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値に基づいて、スト
リームIDに関連付けられるオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを
更新するように構成され得る。干渉構成要素824は、局から更新メッセージを受信するよ
うに構成され得る。更新メッセージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージに
関連付けられ得る。更新メッセージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内のスト
リームIDと同一の第2のストリームIDを含み得る。干渉構成要素824は、ストリームIDに関
連付けられるオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを削除するよう
に構成され得る。干渉構成要素824は、局から更新メッセージを受信するように構成され
得る。更新メッセージは、局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきで
あることを指示するデフォルト値を有する第2のストリームIDを含み得る。干渉構成要素8
24は、局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除するように構成され得る。干渉構
成要素824は、受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという決
定に基づいて、局から受信された少なくとも1つのメッセージを予約されたストリームID
に関連付けるように構成され得る。干渉構成要素824は、ビーコンメッセージまたはプロ
ーブ応答メッセージを局に送信するように構成可能であり、ビーコンメッセージまたはプ
ローブ応答メッセージは、ワイヤレスデバイス802がストリームIDを使用した干渉情報処
理が可能であるかどうかを指示し得る。干渉構成要素824は、局から関連付けメッセージ
を受信するように構成可能であり、関連付けメッセージは、局がトラフィックストリーム
に関連付けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であるか
どうかを指示し得る。
【００９１】
　ワイヤレスデバイス802の様々な構成要素は、バスシステム826によって一緒に結合され
得る。バスシステム826は、たとえば、データバスを含むことができ、ならびにデータバ
スに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むことができる。ワ
イヤレスデバイス802の構成要素は、一緒に結合可能であるか、または何らかの他の機構
を使用して入力を互いに受け入れ、もしくは提供することが可能である。
【００９２】
　いくつかの別個の構成要素が図8に示されているが、構成要素のうち1つまたは複数は、
組み合わされるか、または共通して実装され得る。たとえば、プロセッサ804は、プロセ
ッサ804に関して上記で説明した機能を実装するためだけでなく、信号検出器818、DSP820
、ユーザインターフェース822、および/または干渉構成要素824に関して上記で説明した
機能を実装するためにも使用される場合がある。さらに、図8に示す構成要素の各々は、
複数の別個の要素を使用して実装される場合がある。
【００９３】
　図9Aおよび図9Bは、AP支援多方向共存をサポートするためのワイヤレス通信の例示的な
方法900のフローチャートである。方法900は、装置(たとえば、AP104またはワイヤレスデ
バイス802)を使用して実行され得る。方法900は、図8のワイヤレスデバイス802の要素に
関して下で説明されるが、本明細書で説明するステップのうちの1つまたは複数を実装す
るために、他の構成要素を使用することが可能である。破線を用いて示すブロックはオプ
ションの動作を表し得る。
【００９４】
　ブロック905において、装置は、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを
局に送信することができる。ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、装置
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がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示し得る。たとえば、
図4を参照すると、AP104はビーコンメッセージをSTA114に送信することができる。ビーコ
ンメッセージは、AP104がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを
指示し得る。
【００９５】
　ブロック910で、装置は、局から関連付けメッセージを受信することができる。関連付
けメッセージは、その局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告する
ためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る。たとえば、図4
を参照すると、AP104はSTA114から関連付けメッセージを受信することができる。関連付
けメッセージは、STA114がトラフィックストリーム(たとえば、LTEトラフィックストリー
ム)に関連付けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であ
るかどうかを指示し得る。
【００９６】
　ブロック915で、装置は、局から少なくとも1つのメッセージを受信することができる。
少なくとも1つのメッセージは、オフセット値と間隔/持続時間値とを含み得る干渉情報を
含み得る。図4の図450を参照すると、AP104は、STA114から第3および第4のメッセージを
受信することができる。第3のメッセージは、LTEトラフィックストリームに関連付けられ
る干渉情報を含み得る。干渉情報は、第3のオフセット値(たとえば、1ms)と第3の間隔/持
続時間値(たとえば、5ms)とを含み得る。第4のメッセージは、BT A2DPトラフィックスト
リームに関連付けられる干渉情報を含み得る。干渉情報は、第4のオフセット値(たとえば
、0)と第4の間隔/持続時間値(たとえば、2.5ms)とを含み得る。
【００９７】
　ブロック920で、装置は、少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、
タイプフィールド、またはストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なく
とも1つを含むかどうかを決定することができる。たとえば、図4の図450を参照すると、A
P104は第3のメッセージがストリームID1を含むと決定することができる。AP104は、第4の
メッセージがストリームID0を含むと決定することができる。別の例では、AP104は、第3
のメッセージがストリームIDを含まないと決定することができる。
【００９８】
　ブロック925で、装置は、受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含ま
ないという決定に基づいて、局から受信された少なくとも1つのメッセージを予約された
ストリームIDに関連付けることができる。たとえば、図4を参照すると、AP104が、STA114
から受信された第3のメッセージがストリームIDを含まないと決定した場合、AP104は第3
のメッセージを予約されたストリームID-1に関連付けることができる。
【００９９】
　ブロック930で、装置は、局からトリガメッセージを受信することができる。たとえば
、図4を参照すると、AP104はSTA114から第2のトリガメッセージ434を受信することができ
る。
【０１００】
　ブロック935で、装置は、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセッ
ト値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、データを局に送信するこ
とができる。たとえば、図4の図400を参照すると、AP104は、第1のメッセージおよび第2
のメッセージの各々の中のオフセット値と間隔/持続時間値とに基づいて、データをSTA11
4に送信することができる。一態様では、AP104は、モード1要求の(たとえば、offset+n*i
ntervalに基づく)STA114における最先の予想される干渉、またはモード2要求内で指示さ
れる時間持続時間のどちらか時間の点で早いほうを満たすデータ送信を送信/スケジュー
ルすることができる。この態様では、nは非負整数であり得る。
【０１０１】
　ブロック940で、装置は、局から更新メッセージを受信することができる。更新メッセ
ージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ得る。更新メッセ
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ージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと同一の第2のストリー
ムIDを含むことができ、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを含み得る。たとえば、図4を参照すると、AP104はSTA114から更新メ
ッセージを受信することができる。更新メッセージは、STA114から受信された第1のメッ
セージに関連付けられ得る。更新メッセージは、第1のメッセージ内で受信されたストリ
ームIDと同一の第2のストリームID1を含み得る。更新メッセージは、2msの更新されたオ
フセット値と、3msの更新された間隔/持続時間値とを含み得る。
【０１０２】
　ブロック945で、この装置は、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間
値に基づいて、ストリームIDに関連付けられるオフセット値または間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを更新することができる。たとえば、図4を参照すると、AP104は、更
新されたオフセット値(たとえば、2ms)と、更新された間隔/持続時間値(たとえば、3ms)
とに基づいて、ストリームID1に関連付けられるオフセット値(たとえば、1ms)および間隔
/持続時間値(たとえば、5ms)を更新することができる。一態様では、実際の値の代わりに
、更新メッセージは、オフセット値または間隔/持続時間が調整されるべき値を含み得る
。
【０１０３】
　ブロック950で、装置は、局から更新メッセージを受信することができる。更新メッセ
ージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ得る。更新メッセ
ージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと同一の第2のストリー
ムIDを含み得る。たとえば、図4の図400を参照すると、AP104はSTA114から更新メッセー
ジを受信することができる。更新メッセージは、STA114からの第1のメッセージに関連付
けられ得る。更新メッセージは、第1のメッセージ内のストリームIDと同一の第2のストリ
ームID1を含み得る。
【０１０４】
　ブロック955で、装置は、ストリームIDに関連付けられるオフセット値または間隔/持続
時間値のうちの少なくとも1つを削除することができる。たとえば、図4を参照すると、AP
104は、第1のメッセージのストリームID1に関連付けられるオフセット値と間隔/持続時間
値とを削除することができる。一態様では、AP104は、STA114に関連付けられるストリー
ムID1を削除することもできる。
【０１０５】
　ブロック960で、装置は、局から更新メッセージを受信することができる。更新メッセ
ージは、局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示す
るデフォルト値を有する第2のストリームIDを含み得る。たとえば、図4を参照すると、AP
104はSTA114から更新メッセージを受信することができる。更新メッセージは、STA114に
関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示する、デフォル
ト値、または予約された値であり得る、第2のストリームID255を含み得る。
【０１０６】
　ブロック965で、この装置は、局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除するこ
とができる。たとえば、図4を参照すると、AP104は、STA114に関連付けられるすべてのス
トリームID(たとえば、第1のメッセージおよび第2のメッセージに関連付けられるストリ
ームID)を削除することができる。AP104は、STA114のMACアドレスに基づいて、STA114に
関連付けられるすべてのストリームIDを識別することができる。
【０１０７】
　図10は、AP支援多方向共存を実行する例示的なワイヤレス通信デバイス1000の機能ブロ
ック図である。ワイヤレス通信デバイス1000は、受信機1005と、処理システム1010と、送
信機1015とを含み得る。処理システム1010は、干渉構成要素1024および/またはスケジュ
ーリング構成要素1032を含み得る。処理システム1010、干渉構成要素1024、および/また
は受信機1005は、局から少なくとも1つのメッセージ(たとえば、メッセージ1026)を受信
するように構成され得る。少なくとも1つのメッセージは、オフセット値と間隔/持続時間
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値とを含む干渉情報を含み得る。処理システム1010および/または干渉構成要素1024は、
少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィールド、または
ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含むかどうかを
決定するように構成され得る。一態様では、処理システム1010および/または干渉構成要
素1024は、受信された少なくとも1つのメッセージに基づいて干渉スケジュール1028を決
定し、干渉スケジュール1028に基づいて、局に対するデータ送信をスケジュールするため
に干渉スケジュール1028をスケジューリング構成要素1032に提供するように構成され得る
。処理システム1010、干渉構成要素1024、スケジューリング構成要素1032、および/また
は受信機1005は、局からトリガメッセージ(たとえば、トリガメッセージ1034)を受信する
ように構成され得る。処理システム1010、干渉構成要素1024、スケジューリング構成要素
1032、および/または送信機1015は、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の
オフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、データ(たとえ
ば、データ1030)を局に送信するように構成され得る。一態様では、処理システム1010、
干渉構成要素1024、スケジューリング構成要素1032、および/または送信機1015は、受信
された少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセット値または間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つに基づいて送信時間窓を決定することによって、データを送信するよ
うに構成され得る。送信時間窓は、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の
オフセット値または間隔/持続時間値に基づいて決定された将来の干渉と重複しない送信
時間窓サイズを選択することによって決定され得る。処理システム1010、干渉構成要素10
24、および/または受信機1005は、局から更新メッセージを受信するように構成され得る
。更新メッセージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ得る
。更新メッセージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと同一の
第2のストリームIDを含むことができ、更新されたオフセット値または更新された間隔/持
続時間値のうちの少なくとも1つを含み得る。処理システム1010および干渉構成要素1024
は、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値に基づいて、ストリームI
Dに関連付けられるオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを更新す
るように構成され得る。処理システム1010、干渉構成要素1024、および/または受信機100
5は、局から更新メッセージを受信するように構成され得る。更新メッセージは、局から
受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ得る。更新メッセージは、受信さ
れた少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと同一の第2のストリームIDを含み得る
。処理システム1010および干渉構成要素1024は、ストリームIDに関連付けられるオフセッ
ト値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを削除するように構成され得る。処理
システム1010、干渉構成要素1024、および/または受信機1005は、局から更新メッセージ
を受信するように構成され得る。更新メッセージは、局に関連付けられるすべてのストリ
ームIDが削除されるべきであることを指示するデフォルト値を有する第2のストリームID
を含み得る。処理システム1010および干渉構成要素1024は、局に関連付けられるすべての
ストリームIDを削除するように構成され得る。処理システム1010および干渉構成要素1024
は、受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという決定に基づ
いて、局から受信された少なくとも1つのメッセージを予約されたストリームIDに関連付
けるように構成され得る。処理システム1010、干渉構成要素1024、および/または送信機1
015は、ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージを局に送信するように構成さ
れ得る。ビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージは、ワイヤレス通信デバイス
1000がストリームIDを使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示し得る。処理シ
ステム1010、干渉構成要素1024、および/または受信機1005は、局から関連付けメッセー
ジを受信するように構成され得る。関連付けメッセージは、その局がトラフィックストリ
ームに関連付けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であ
るかどうかを指示し得る。
【０１０８】
　受信機1005、処理システム1010、干渉構成要素1024、および/または送信機1015は、図9
Aおよび図9Bのブロック905、910、915、920、925、930、935、940、945、950、955、960
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、および965に関して上記で論じた1つまたは複数の機能を実行するように構成され得る。
受信機1005は、受信機812に対応し得る。処理システム1010は、プロセッサ804に対応し得
る。送信機1015は、送信機810に対応し得る。干渉構成要素1024は、干渉構成要素124およ
び/または干渉構成要素824に対応し得る。
【０１０９】
　一構成では、ワイヤレス通信デバイス1000は、局から少なくとも1つのメッセージを受
信するための手段を含むことができ、少なくとも1つのメッセージは、オフセット値と間
隔/持続時間値とを含む干渉情報を含み得る。ワイヤレス通信デバイス1000は、少なくと
も1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィールド、またはストリー
ムIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含むかどうかを決定する
ための手段を含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス1000は、局からトリガメ
ッセージを受信するための手段と、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の
オフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、データを局に送
信するための手段とを含み得る。一構成では、データを局に送信するための手段は、受信
された少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセット値または間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つに基づいて送信時間窓を決定するように構成され得る。この構成では
、決定するための手段は、受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中のオフセッ
ト値または間隔/持続時間値に基づいて決定された将来の干渉と重複しない送信時間窓サ
イズを選択することによって、送信時間窓を決定するように構成され得る。別の構成では
、ワイヤレス通信デバイス1000は、局から更新メッセージを受信するための手段を含み得
る。更新メッセージは、局から受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられて
よく、更新メッセージは、受信された少なくとも1つのメッセージ内のストリームIDと同
一の第2のストリームIDを含むことができ、更新されたオフセット値または更新された間
隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを含む。この構成では、ワイヤレス通信デバイス10
00は、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値に基づいて、ストリー
ムIDに関連付けられるオフセット値または間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを更新
するための手段を含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス1000は、局から更新
メッセージを受信するための手段を含むことができ、更新メッセージは局から受信された
少なくとも1つのメッセージに関連付けられ得る。更新メッセージは、受信された少なく
とも1つのメッセージ内のストリームIDと同一の第2のストリームIDを含み得る。この構成
では、ワイヤレス通信デバイス1000は、ストリームIDに関連付けられるオフセット値また
は間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つを削除するための手段を含み得る。別の構成で
は、ワイヤレス通信デバイス1000は、局から更新メッセージを受信するための手段を含み
得る。更新メッセージは、局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきで
あることを指示するデフォルト値を有する第2のストリームIDを含み得る。この構成では
、ワイヤレス通信デバイス1000は、局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除する
ための手段を含み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス1000は、受信された少な
くとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという決定に基づいて、局から受信さ
れた少なくとも1つのメッセージを予約されたストリームIDに関連付けるための手段を含
み得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイス1000は、ビーコンメッセージまたはプロ
ーブ応答メッセージを局に送信するための手段を含むことができ、ビーコンメッセージま
たはプローブ応答メッセージは、ワイヤレス通信でバイス1000がストリームIDを使用した
干渉情報処理が可能であるかどうかを指示し得る。別の構成では、ワイヤレス通信デバイ
ス1000は、局から関連付けメッセージを受信するための手段を含むことができ、関連付け
メッセージは、局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するために
ストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示し得る。
【０１１０】
　たとえば、受信するための手段は、処理システム1010、干渉構成要素1024、および/ま
たは受信機1005を含み得る。少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID
、タイプフィールド、またはストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少な
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くとも1つを含むかどうかを決定するための手段は、処理システム1010および/または干渉
構成要素1024を含み得る。送信するための手段は、処理システム1010、干渉構成要素1024
、および/または送信機1015を含み得る。更新するための手段は、処理システム1010およ
び/または干渉構成要素1024を含み得る。削除するための手段は、処理システム1010およ
び/または干渉構成要素1024を含み得る。関連付けるための手段は、処理システム1010お
よび/または干渉構成要素1024を含み得る。
【０１１１】
　上記で説明した方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび/もしくはソフトウェ
ア構成要素、回路、ならびに/またはモジュールなど、動作を実行することができる任意
の好適な手段によって実行されてもよい。一般に、それらの動作を実行することができる
対応する機能的手段によって、図に示された任意の動作が実行されてもよい。
【０１１２】
　本開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、構成要素、および回路は、汎用
プロセッサ、DSP、ASIC、FPGAもしくは他のPLF、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、
個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説明した機能を実行するように設計された
それらの任意の組合せで、実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッ
サであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、
マイクロコントローラ、または状態機械であってもよい。プロセッサはまた、コンピュー
ティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイ
クロプロセッサ、DSPコアと連携した1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意
の他のそのような構成として実装される場合もある。
【０１１３】
　1つまたは複数の態様では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはそれらの任意の組合せとして実装されてもよい。ソフトウェアとして実装
される場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信されてもよい。コンピュー
タ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、コンピュータプログラムのある場所から別の場
所への転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピ
ュータによってアクセスすることができる任意の使用可能な媒体でもよい。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、コンパクトディスク
(CD)ROM(CD-ROM)もしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは
他の磁気ストレージデバイス、または命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコ
ードを搬送もしくは記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る
任意の他の媒体を含むことができる。また、いかなる接続も、厳密にはコンピュータ可読
媒体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信さ
れる場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、
無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使
用するディスク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザーディスク（登録商標）(dis
c)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk
)およびblu-rayディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気的に再生し
、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。したがって、コンピ
ュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体(たとえば、有形媒体)を含む。
【０１１４】
　本明細書で開示した方法は、説明した方法を達成するための1つまたは複数のステップ
またはアクションを含む。方法ステップおよび/または方法アクションは、特許請求の範
囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えると、ステップまたはアクション
の特定の順序が明記されていない限り、特定のステップおよび/またはアクションの順序
および/または使用は、特許請求の範囲を逸脱することなく修正されてもよい。
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【０１１５】
　したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示した動作を実行するためのコンピュー
タプログラム製品を含むことができる。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製
品は、命令が記憶(および/または符号化)されているコンピュータ可読媒体を含む場合が
あり、命令は、本明細書で説明した動作を実行するために1つまたは複数のプロセッサに
よって実行可能である。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージ
ング材料を含むことができる。
【０１１６】
　さらに、本明細書で説明した方法および技法を実行するための構成要素および/または
他の好適な手段が、適用可能な場合には、ユーザ端末および/または基地局によってダウ
ンロードおよび/または別の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえば、本明細
書で説明した方法を実行するための手段の転送を容易にするために、そのようなデバイス
をサーバに結合することができる。代替として、本明細書で説明した様々な方法は、ユー
ザ端末および/または基地局が、記憶手段をデバイスに結合または提供すると様々な方法
を得ることができるように、記憶手段(たとえば、RAM、ROM、CDまたはフロッピーディス
クのような物理的記憶媒体など)を介して提供されてもよい。その上、本明細書で説明し
た方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の好適な技法を利用することがで
きる。
【０１１７】
　特許請求の範囲は、上で説明した厳密な構成および構成要素に限定されないことは理解
されたい。上で説明した方法および装置の配置、動作および細部に関して、特許請求の範
囲から逸脱することなく、種々の修正、変更および変形を加えることができる。
【０１１８】
　前述のものは本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様が、
その基本的範囲から逸脱することなく考案されてもよく、その範囲は、以下の特許請求の
範囲によって決定される。
【０１１９】
　上記の説明は、本明細書で説明した種々の態様を任意の当業者が実践することを可能に
するために提供される。これらの態様に対する種々の変更は、当業者には容易に明らかに
なり、本明細書において規定される一般原理は、他の態様に適用することもできる。した
がって、特許請求の範囲は、本明細書で示した態様に限定されるものではなく、文言通り
の特許請求の範囲と一致するすべての範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言
及は、そのように明記されていない限り、「唯一無二の」ではなく、「1つまたは複数の
」を意味するものとする。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は、
1つまたは複数を指す。当業者に知られているか、または後で知られることになる、本開
示全体にわたって説明した様々な態様の要素の、すべての構造的および機能的等価物は、
参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるものとする
。さらに、本明細書で開示したものは、そのような開示が特許請求の範囲において明示的
に記載されているか否かにかかわらず、公に供されることは意図していない。請求項のい
かなる要素も、「のための手段」という句を使用して要素が明示的に列挙されていない限
り、または方法クレームの場合、「のためのステップ」という句を使用して要素が列挙さ
れていない限り、米国特許法第112条(f)項の規定の下で解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【０１２０】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　102　基本サービスエリア(BSA)
　　104　AP
　　108　ダウンリンク(DL)
　　110　アップリンク(UL)
　　112　STA
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　　114　STA
　　116　STA
　　118　STA
　　124　干渉構成要素
　　126　多方向共存構成要素
　　200　図
　　202　追加トラフィックストリーム(ATS)フレーム
　　204　肯定応答メッセージ/フレーム
　　206　干渉窓、第1の干渉窓
　　208　トリガフレーム(または、メッセージ)
　　210　第2の肯定応答メッセージ/フレーム
　　212　データの第1のセット
　　214　第3の肯定応答フレーム/メッセージ
　　216　干渉窓、第2の干渉窓
　　218　第2のトリガフレーム(または、メッセージ)
　　220　第4の肯定応答メッセージ/フレーム
　　222　データの第2のセット
　　224　第5の肯定応答メッセージ/フレーム
　　226　干渉窓、第3の干渉窓
　　255　第2のストリームID
　　300　図
　　400　図
　　402　ダウンリンクトラフィックスロット
　　404　アップリンクトラフィックスロット
　　406　第1のLTE干渉バースト
　　408　第2のLTE干渉バースト
　　410　後続のLTE干渉バースト
　　420　送信スロット
　　422　受信スロット
　　424　第1のBT干渉バースト、BT干渉バースト
　　426　第2のBT干渉バースト、BT干渉バースト
　　428　後続のBT干渉バースト、BT干渉バースト
　　430　第1のトリガメッセージ
　　432　第1のデータ送信
　　434　第2のトリガメッセージ
　　436　第2のデータ送信
　　450　図
　　452　ダウンリンクトラフィックスロット
　　454　アップリンクトラフィックスロット
　　456　第3のLTE干渉バースト、LTE干渉バースト
　　458　第4のLTE干渉バースト、LTE干渉バースト
　　460　追加のLTE干渉バースト、LTE干渉バースト
　　470　送信スロット
　　472　受信スロット
　　480　第3のトリガメッセージ
　　482　第3のデータ送信
　　484　第4のトリガメッセージ
　　486　第4のデータ送信
　　502　ワイヤレスデバイス
　　504　プロセッサ
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　　506　メモリ
　　508　ハウジング
　　510　送信機
　　512　受信機
　　514　トランシーバ
　　516　アンテナ
　　518　信号検出器
　　520　デジタル信号プロセッサ(DSP)
　　522　ユーザインターフェース
　　524　多方向共存構成要素
　　526　バスシステム
　　528　干渉情報
　　530　STA能力ビット
　　532　AP能力ビット
　　534　ストリームID
　　600　方法
　　700　ワイヤレス通信デバイス
　　705　受信機
　　710　処理システム
　　715　送信機
　　724　多方向共存構成要素
　　726　ストリームID
　　728　干渉情報
　　730　能力構成要素
　　732　AP能力ビット
　　734　STA能力ビット
　　802　ワイヤレスデバイス
　　804　プロセッサ
　　806　メモリ
　　808　ハウジング
　　810　送信機
　　812　受信機
　　814　トランシーバ
　　816　アンテナ
　　818　信号検出器
　　820　DSP
　　822　ユーザインターフェース
　　824　干渉構成要素
　　826　バスシステム
　　828　更新メッセージ
　　830　干渉情報
　　832　メッセージ
　　900　方法
　　1000　ワイヤレス通信デバイス
　　1005　受信機
　　1010　処理システム
　　1015　送信機
　　1024　干渉構成要素
　　1026　メッセージ
　　1028　干渉スケジュール
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　　1030　データ
　　1032　スケジューリング構成要素
　　1034　トリガメッセージ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９Ａ】 【図９Ｂ】
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【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月10日(2017.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局によるワイヤレス通信の方法であって、
　アクセスポイントがストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるかどう
かを指示する能力情報を前記アクセスポイントから受信するステップと、
　前記受信された能力情報に基づいて、メッセージを前記アクセスポイントに送信するス
テップであって、前記メッセージが、少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付
けられる干渉情報と、前記干渉情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1つのトラ
フィックストリームに関連付けられるストリームIDとを含み、前記干渉情報がオフセット
値と間隔/持続時間値とを含む、送信するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記メッセージが、ベンダーID、タイプフィールド、および前記ストリームIDに関連付
けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記更新メッセ
ージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記
ストリームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つ
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とを含み、前記第2のオフセット値または前記第2の間隔/持続時間値が、前記少なくとも1
つのトラフィックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられる、送信するス
テップ
　をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記更新メッセ
ージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記
ストリームIDを含み、前記ストリームIDに関連付けられる前記干渉情報が削除されるべき
であることを指示する、送信するステップ
　をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別するステップと、
　前記少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて前記間隔/持続時間値
を決定するステップであって、前記メッセージ内で送信される前記ストリームIDが前記少
なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられる、決定するステップと
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記メッセージが非周
期的トラフィックに関連付けられることを指示する、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記局に関連付けられ
るすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示する、請求項1に記載の方法
。
【請求項８】
　前記能力情報に基づいて、前記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処
理が可能であるかどうかを決定するステップであって、前記能力情報が、前記アクセスポ
イントからのビーコンメッセージまたは前記プローブ応答メッセージ内で受信される、決
定するステップ
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　関連付けメッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記関連付
けメッセージが、前記局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告する
ためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、送信するステップ
　をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　トリガメッセージを前記アクセスポイントに送信するステップであって、前記トリガメ
ッセージが、前記局に対する干渉が存在しない時間期間中に送信される、送信するステッ
プ
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサであって、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
　　アクセスポイントがストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるかど
うかを指示する能力情報を前記アクセスポイントから受信することと、
　　前記受信された能力情報メッセージに基づいて、メッセージを前記アクセスポイント
に送信することであって、前記メッセージが、少なくとも1つのトラフィックストリーム
に関連付けられる干渉情報と、前記干渉情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1
つのトラフィックストリームに関連付けられるストリームIDとを含み、前記干渉情報がオ
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フセット値と間隔/持続時間値とを含む、送信することと
を行うように構成された、装置。
【請求項１２】
　前記メッセージが、ベンダーID、タイプフィールド、および前記ストリームIDに関連付
けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つをさらに含む、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信することあって、前記更新メッセージが
前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記ストリ
ームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとを含
み、前記第2のオフセット値または前記第2の間隔/持続時間値が、前記少なくとも1つのト
ラフィックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられる、送信すること
を行うようにさらに構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信することであって、前記更新メッセージ
が前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前記スト
リームIDを含み、前記ストリームIDに関連付けられる前記干渉情報が削除されるべきであ
ることを指示する、送信すること
　を行うようにさらに構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別することと、
　前記少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて前記間隔/持続時間値
を決定することであって、前記メッセージ内で送信される前記ストリームIDが前記少なく
とも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられる、決定することと
を行うようにさらに構成される、請求項11に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記メッセージが非周
期的トラフィックに関連付けられることを指示する、請求項11に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記装置に関連付けら
れるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示する、請求項11に記載の装
置。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記能力情報に基づいて、前記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処
理が可能であるかどうかを決定することであって、前記能力情報が、前記アクセスポイン
トからのビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージ内で受信される、決定するこ
と
を行うようにさらに構成される、請求項11に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　関連付けメッセージを前記アクセスポイントに送信することあって、前記関連付けメッ
セージが、前記装置がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するため
にストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、送信すること
を行うようにさらに構成される、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　トリガメッセージを前記アクセスポイントに送信することであって、前記トリガメッセ
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ージが、前記装置に対する干渉が存在しない時間期間中に送信される、送信すること
を行うようにさらに構成される、請求項11に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アクセスポイントがストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるかどう
かを指示する能力情報を前記アクセスポイントから受信するための手段と、
　前記受信された能力情報に基づいて、メッセージを前記アクセスポイントに送信するた
めの手段であって、前記メッセージが、少なくとも1つのトラフィックストリームに関連
付けられる干渉情報と、前記干渉情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1つのト
ラフィックストリームに関連付けられるストリームIDとを含み、前記干渉情報がオフセッ
ト値と間隔/持続時間値とを含む、送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項２２】
　前記メッセージが、ベンダーID、タイプフィールド、および前記ストリームIDに関連付
けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つをさらに含む、請求項21に記載の装置。
【請求項２３】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記更新メッ
セージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前
記ストリームIDと、第2のオフセット値または第2の間隔/持続時間値のうちの少なくとも1
つとを含み、前記第2のオフセット値または前記第2の間隔/持続時間値が、前記少なくと
も1つのトラフィックストリームに関する更新された干渉情報に関連付けられる、送信す
るための手段
　をさらに備える、請求項22に記載の装置。
【請求項２４】
　更新メッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記更新メッ
セージが前記メッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、前記メッセージ内の前
記ストリームIDを含み、前記ストリームIDに関連付けられる前記干渉情報が削除されるべ
きであることを指示する、送信するための手段
　をさらに備える、請求項22に記載の装置。
【請求項２５】
　少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームを識別するための手段と、
　前記少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに基づいて前記間隔/持続時間値
を決定するための手段であって、前記メッセージ内で送信される前記ストリームIDが前記
少なくとも2つの非周期的トラフィックストリームに関連付けられる、決定するための手
段と
　さらに備える、請求項21に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記メッセージが非周
期的トラフィックに関連付けられることを指示する、請求項21に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ストリームIDが予約された値を有し、前記予約された値が、前記装置に関連付けら
れるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示する、請求項21に記載の装
置。
【請求項２８】
　前記能力情報に基づいて、前記アクセスポイントがストリームIDを使用した干渉情報処
理が可能であるかどうかを決定するための手段であって、前記能力情報が、前記アクセス
ポイントからのビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージ内で受信される、決定
するための手段
　をさらに備える、請求項21に記載の装置。
【請求項２９】
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　関連付けメッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記関連
付けメッセージが、前記装置がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告
するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、送信するため
の手段
　をさらに備える、請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　トリガメッセージを前記アクセスポイントに送信するための手段であって、前記トリガ
メッセージが、前記装置に対する干渉が存在しない時間期間中に送信される、送信するた
めの手段
　をさらに備える、請求項21に記載の装置。
【請求項３１】
　コンピュータ実行可能コードを記憶している局のコンピュータ可読記憶媒体であって、
　アクセスポイントがストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるかどう
かを指示する能力情報を前記アクセスポイントから受信することと、
　受信された能力情報に基づいて、メッセージを前記アクセスポイントに送信することで
あって、前記メッセージが、少なくとも1つのトラフィックストリームに関連付けられる
干渉情報と、前記干渉情報に関連付けられるとともに前記少なくとも1つのトラフィック
ストリームに関連付けられるストリームIDとを含み、前記干渉情報がオフセット値と間隔
/持続時間値とを含む、送信することと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　アクセスポイントによるワイヤレス通信の方法であって、
　前記アクセスポイントがストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるか
どうかを指示するメッセージを局に送信するステップと、
　前記送信されたメッセージに基づいて、前記局から少なくとも1つのメッセージを受信
するステップであって、前記少なくとも1つのメッセージが、オフセット値と間隔/持続時
間値を含む干渉情報を含む、受信するステップと、
　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィールド、
または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含む
かどうかを決定するステップと
を含む、方法。
【請求項３３】
　前記局からトリガメッセージを受信するステップと、
　前記トリガメッセージと、前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前
記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとに基づいて、データ
を前記局に送信するステップと
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３４】
　前記データを前記局に前記送信するステップが、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの前記少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定するステップ
と
を含む、請求項33に記載の方法。
【請求項３５】
　前記送信時間窓を前記決定するステップが、前記受信された少なくとも1つのメッセー
ジの各々の中の前記オフセット値または前記間隔/持続時間値に基づいて決定された将来
の干渉と重複しない送信時間窓サイズを選択するステップを含む、請求項34に記載の方法
。
【請求項３６】
　前記局から更新メッセージを受信するステップであって、前記更新メッセージが、前記
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局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージ
が、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のスト
リームIDを含み、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを含む、受信するステップと、
　前記更新されたオフセット値または前記更新された間隔/持続時間値に基づいて、前記
ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを更新するステップと
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３７】
　前記局から更新メッセージを受信するステップであって、前記更新メッセージが、前記
局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージ
が、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のスト
リームIDを含む、受信するステップと、
　前記ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを削除するステップ
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３８】
　前記局から更新メッセージを受信するステップであって、前記更新メッセージが、前記
局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示するデフォ
ルト値を有する第2のストリームIDを含む、受信するステップと、
　前記局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除するステップと
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項３９】
　前記受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという前記決定
に基づいて、前記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージを予約されたストリ
ームIDに関連付けるステップ
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項４０】
　前記メッセージがビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージである、請求項32
に記載の方法。
【請求項４１】
　前記局から関連付けメッセージを受信するステップであって、前記関連付けメッセージ
が、前記局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにストリ
ームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、受信するステップ
　をさらに含む、請求項32に記載の方法。
【請求項４２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサであって、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
　　前記装置がストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指
示するメッセージを局に送信することと、
　　前記送信されたメッセージに基づいて、前記局から少なくとも1つのメッセージを受
信することであって、前記少なくとも1つのメッセージが、オフセット値と間隔/持続時間
値を含む干渉情報を含む、受信することと、
　　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィールド
、または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含
むかどうかを決定することと
を行うように構成された、装置。
【請求項４３】
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　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局からトリガメッセージを受信し、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つに基づいて、データを前記局に送信する
ようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４４】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの前記少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定すること
によって、前記データを前記局に送信するように構成される、請求項43に記載の装置。
【請求項４５】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々
の中の前記オフセット値または前記間隔/持続時間値に基づいて決定された将来の干渉と
重複しない送信時間窓サイズを選択することによって、前記送信時間窓を決定するように
構成される、請求項44に記載の装置。
【請求項４６】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局から更新メッセージを受信することであって、前記更新メッセージが、前記局か
ら前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、
前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のストリー
ムIDを含み、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値のうちの少なく
とも1つを含む、受信することと、
　前記更新されたオフセット値または前記更新された間隔/持続時間値に基づいて、前記
ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを更新することと
を行うようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４７】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局から更新メッセージを受信することであって、前記更新メッセージが、前記局か
ら前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセージが、
前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のストリー
ムIDを含む、受信することと、
　前記ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを削除することと
を行うようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記局から更新メッセージを受信することであって、前記更新メッセージが、前記局に
関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示するデフォルト
値を有する第2のストリームIDを含む、受信することと、
　前記局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除することと
を行うようにさらに構成される、請求項42に記載の装置。
【請求項４９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記受信された少なくとも1つのメッセージがスト
リームIDを含まないという前記決定に基づいて、前記局から前記受信された少なくとも1
つのメッセージを予約されたストリームIDに関連付けるようにさらに構成される、請求項
42に記載の装置。
【請求項５０】
　前記メッセージがビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージである、請求項42
に記載の装置。
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【請求項５１】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、前記局から関連付けメッセージを受信するように
さらに構成され、前記関連付けメッセージが、前記局がトラフィックストリームに関連付
けられる干渉情報を報告するためにストリームIDを使用することが可能であるかどうかを
指示する、請求項42に記載の装置。
【請求項５２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　前記装置がストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるかどうかを指示
するメッセージを局に送信するための手段と、
　前記送信されたメッセージに基づいて、前記局から少なくとも1つのメッセージを受信
するための手段であって、前記少なくとも1つのメッセージが、オフセット値と間隔/持続
時間値を含む干渉情報を含む、受信するための手段と、
　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィールド、
または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含む
かどうかを決定するための手段と
を備える、装置。
【請求項５３】
　前記局からトリガメッセージを受信するための手段と、
　前記トリガメッセージと、前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前
記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少なくとも1つとに基づいて、データ
を前記局に送信するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項５４】
　前記データを前記局に前記送信するための手段が、
　前記受信された少なくとも1つのメッセージの各々の中の前記オフセット値または前記
間隔/持続時間値のうちの前記少なくとも1つに基づいて、送信時間窓を決定する
ように構成される、請求項53に記載の装置。
【請求項５５】
　前記送信時間窓を前記決定するための手段が、前記受信された少なくとも1つのメッセ
ージの各々の中の前記オフセット値または前記間隔/持続時間値に基づいて決定された将
来の干渉と重複しない送信時間窓サイズを選択するように構成される、請求項54に記載の
装置。
【請求項５６】
　前記局から更新メッセージを受信するための手段であって、前記更新メッセージが、前
記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセー
ジが、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のス
トリームIDを含み、更新されたオフセット値または更新された間隔/持続時間値のうちの
少なくとも1つを含む、受信するための手段と、
　前記更新されたオフセット値または前記更新された間隔/持続時間値に基づいて、前記
ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のうちの少
なくとも1つを更新するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項５７】
　前記局から更新メッセージを受信するための手段であって、前記更新メッセージが、前
記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージに関連付けられ、前記更新メッセー
ジが、前記受信された少なくとも1つのメッセージ内の前記ストリームIDと同一の第2のス
トリームIDを含む、受信するための手段と、
　前記ストリームIDに関連付けられる前記オフセット値または前記間隔/持続時間値のう
ちの少なくとも1つを削除するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
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【請求項５８】
　前記局から更新メッセージを受信するための手段であって、前記更新メッセージが、前
記局に関連付けられるすべてのストリームIDが削除されるべきであることを指示するデフ
ォルト値を有する第2のストリームIDを含む、受信するための手段と、
　前記局に関連付けられるすべてのストリームIDを削除するための手段と
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項５９】
　前記受信された少なくとも1つのメッセージがストリームIDを含まないという前記決定
に基づいて、前記局から前記受信された少なくとも1つのメッセージを予約されたストリ
ームIDに関連付けるための手段
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項６０】
　前記メッセージがビーコンメッセージまたはプローブ応答メッセージである、請求項52
に記載の装置。
【請求項６１】
　前記局から関連付けメッセージを受信するための手段であって、前記関連付けメッセー
ジが、前記局がトラフィックストリームに関連付けられる干渉情報を報告するためにスト
リームIDを使用することが可能であるかどうかを指示する、受信するための手段
　をさらに備える、請求項52に記載の装置。
【請求項６２】
　コンピュータ実行可能コードを記憶したアクセスポイントのコンピュータ可読記憶媒体
であって、
　前記アクセスポイントがストリーム識別子(ID)を使用した干渉情報処理が可能であるか
どうかを指示するメッセージを局に送信することと、
　前記送信されたメッセージに基づいて、前記局から少なくとも1つのメッセージを受信
することであって、前記少なくとも1つのメッセージが、オフセット値と間隔/持続時間値
を含む干渉情報を含む、受信することと、
　前記少なくとも1つのメッセージが、ストリームID、ベンダーID、タイプフィールド、
または前記ストリームIDに関連付けられる長さフィールドのうちの少なくとも1つを含む
かどうかを決定することと
を行うためのコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体。
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